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❷
南
宋
期
の
事
例

❸
宋
末
・
元
代
に
お
け
る
乗
員
規
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の
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❹
日
元
貿
易
船
乗
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数
の
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❺
乗
員
数
増
大
の
背
景

お
わ
り
に

　

北
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
に
お
い
て
、
乗
員
数
は
通
常
六
〇
～
八
〇
人
程
度
で
あ
っ
た
。
船
に
は
よ

り
多
く
の
乗
員
を
乗
せ
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
が
、
商
業
的
利
益
や
航
海
の
安
全
を
考
え
た
時
の
適

正
人
数
は
こ
の
程
度
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
期
は
事
例
が
乏
し
く
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
宋

末
に
は
北
宋
期
を
上
回
る
規
模
の
乗
員
を
乗
せ
た
日
宋
貿
易
船
が
運
航
し
て
い
た
可
能
性
が
高
く
、

元
代
に
は
二
五
〇
人
以
上
の
乗
員
を
乗
せ
た
船
も
現
れ
る
。
入
元
僧
も
十
数
人
か
ら
数
十
人
の
便
乗

事
例
が
確
認
で
き
、
特
に
一
三
四
二
年
の
天
龍
寺
船
に
は
、
一
艘
で
六
〇
人
以
上
の
入
元
僧
が
乗
っ

て
い
た
。
僧
侶
以
外
も
含
む
全
乗
員
数
は
、
百
数
十
人
か
ら
二
〇
〇
人
以
上
に
及
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。

貿
易
船
に
お
け
る
乗
員
規
模
増
大
の
前
提
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
が
、
大
宰
府
の
貿
易
管
理
の
終
焉

に
よ
る
日
本
人
の
海
外
渡
航
へ
の
制
限
の
消
滅
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
多
く
の
僧
侶
・
商
人
が
貿

易
船
に
便
乗
し
て
渡
航
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
間
に
貿
易
船
の
大
型
化
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

乗
員
数
の
増
加
は
そ
れ
だ
け
に
因
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
海
商
側
が
運
賃
・
荷
駄
地
を
目
当
て

に
し
て
、
積
荷
を
減
ら
し
て
も
便
乗
者
の
受
入
を
行
な
う
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
、
よ
り
大
き
な
要

因
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
南
宋
期
以
後
の
日
宋
・
日
元
貿
易
に
お
い
て
、
日
本
人
は
便
乗
者
の
形

で
、
大
き
な
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
示
す
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
貿
易
船
の
乗
員
数
の
変
化
は
、
必
ず
し
も

技
術
の
発
展
に
付
随
し
て
現
れ
た
現
象
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
む
し
ろ
貿
易
環
境
の
変
化
を
反
映

し
た
も
の
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
日
宋
貿
易
、
日
元
貿
易
、
入
元
僧
、
貿
易
船
、
ジ
ャ
ン
ク
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は
じ
め
に

日
宋
・
日
元
貿
易
の
盛
況
に
つ
い
て
は
、
各
地
の
発
掘
成
果
も
手
伝
っ
て
、
近
年

広
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
に
対
応
す
る
文
献
史
料
は
決

し
て
豊
富
で
は
な
い
。
国
家
的
に
組
織
さ
れ
た
使
船
で
は
な
く
、
民
間
貿
易
の
形
で

行
な
わ
れ
た
南
宋
・
元
と
の
貿
易
の
情
報
は
、
日
本
の
朝
廷
や
幕
府
の
史
料
に
残
る

機
会
が
ほ
と
ん
ど
な
く
、
文
献
か
ら
貿
易
の
具
体
像
を
知
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

貿
易
盛
況
の
有
力
な
証
拠
と
し
て
は
、
日
本
列
島
に
も
た
ら
さ
れ
た
舶
来
品
が
あ

り
、
そ
れ
は
日
本
全
国
の
出
土
遺
物
（
陶
磁
器
・
銅
銭
な
ど
）
と
し
て
確
認
が
で

き
る
。
ま
た
こ
れ
を
列
島
に
運
び
込
ん
だ
船
と
そ
の
積
荷
に
つ
い
て
は
、
新
安
沈

船
（
一
三
二
三
年
、
元
か
ら
日
本
へ
の
帰
国
途
上
、
韓
国
新
安
沖
で
沈
没
）
と
い

う
最
良
の
資
料
が
あ
る
。
二
万
点
以
上
の
中
国
陶
磁
器
等
の
積
荷
を
搭
載
し
て
い

た
こ
の
船
の
船
体
は
中
国
式
の
ジ
ャ
ン
ク
で
、
船
長
三
三
・
五
メ
ー
ト
ル
×
最
大
幅

一
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
×
船
深
三
・
六
メ
ー
ト
ル
に
達
し
て
い
た
と
推
定
さ
れ
る
〔
木
村

淳
二
〇
一
六
第
三
章
〕。
だ
が
引
揚
遺
物
は
積
荷
の
全
体
に
当
た
る
も
の
で
は
な
く
、

そ
れ
が
本
来
ど
の
程
度
の
量
だ
っ
た
の
か
を
厳
密
に
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
我
々

は
日
宋
・
日
元
貿
易
船
の
積
載
量
の
よ
う
な
基
礎
的
な
事
実
で
さ
え
、
直
接
知
る
た

め
の
資
料
を
与
え
ら
れ
て
い
な
い
。

船
の
乗
員
数
も
、
貿
易
船
の
規
模
や
経
営
形
態
を
考
察
す
る
上
で
の
基
礎
的
な
情

報
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
遣
唐
船
・
遣
明
船
・
琉
球
進
貢
船
・
近
世
長
崎
来
航
唐

船
な
ど
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
多
少
検
討
を
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
平
安
～
南

北
朝
時
代
（
唐
末
～
元
代
）
の
貿
易
船
に
つ
い
て
は
詳
細
に
検
討
し
た
も
の
が
な
い
。

そ
れ
は
ひ
と
え
に
史
料
の
乏
し
さ
に
起
因
す
る
が
、
そ
れ
で
も
積
荷
の
量
よ
り
は
多

く
の
史
料
を
挙
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
日
宋
・
日
元
貿
易

船
を
中
心
と
し
た
貿
易
船
の
乗
員
数
を
確
認
す
る
こ
と
を
試
み
る
と
と
も
に
、
乗
員

規
模
の
変
遷
と
そ
の
背
景
に
つ
い
て
も
、
多
少
の
考
察
を
試
み
る
こ
と
と
す
る

（
（
（

。

も
っ
と
も
乗
員
と
言
っ
て
も
、船
長
（
綱
首
・
都
綱
・
綱
司
・
船
頭
）・
航
海
長
（
火
長
）

や
、
水
手
・
兵
士
な
ど
の
航
行
要
員
（
時
に
こ
れ
ら
を
補
助
す
る
通
訳
・
船
工
な
ど

も
含
む
）
と
、
こ
れ
に
便
乗
し
船
内
労
働
に
従
事
し
な
い
商
人
・
僧
侶
や
そ
の
従
者

は
分
け
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
後
者
の
便
乗
者
は
、
遣
唐
船
で
は
船
の
中
心
で
あ

る
使
節
や
留
学
生
・
留
学
僧
、
遣
明
船
で
は
官
員
・
客
商
や
被
虜
明
人
な
ど
に
相
当

す
る
。
要
す
る
に
船
の
搭
載
可
能
人
数
か
ら
航
行
要
員
数
を
除
い
た
人
数
を
上
限
と

し
て
乗
り
組
む
人
員
で
あ
る
（
な
お
本
稿
で
は
、
航
行
要
員
と
便
乗
者
を
併
せ
て
扱

う
場
合
や
、航
行
要
員
に
関
し
て
特
記
す
る
わ
け
で
は
な
い
場
合
は「
乗
員
」と
呼
ぶ
）。

一
般
に
航
行
要
員
は
人
数
が
増
え
る
ほ
ど
船
の
運
航
能
力
が
増
し
、
よ
り
大
規
模

な
船
を
動
か
す
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
一
方
便
乗
者
は
増
え
る
ほ
ど
、
居
住
ス
ペ
ー

ス
や
搭
載
能
力
が
必
要
と
な
る
か
ら
、
こ
れ
を
確
保
す
る
た
め
に
は
積
荷
を
減
ら
す

か
、
船
体
を
大
型
化
し
て
航
行
要
員
を
増
員
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
遣
唐
船
や
遣

明
船
で
は
航
行
要
員
と
便
乗
者
の
内
訳
を
あ
る
程
度
知
る
こ
と
が
可
能
だ
が
、日
宋
・

日
元
貿
易
船
で
は
合
計
値
や
片
方
の
値
し
か
分
か
ら
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
で
あ

る
。
だ
が
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
に
曖
昧
な
事
例
も
あ
え
て
参
照
し
、他
の
値
の
上
限
・

下
限
値
を
推
定
す
る
こ
と
で
、
少
し
で
も
検
討
の
素
材
を
増
や
す
こ
と
を
目
指
す
。

一
つ
注
意
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
、
貿
易
船
に
関
す
る
史
料
で
乗
員
数
を
記

す
記
事
も
、
何
艘
で
来
た
の
か
明
記
す
る
も
の
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
記
事
は
一
艘
で
あ
る
こ
と
が
自
明
視
さ
れ
解
釈
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
の
だ

が
、
実
際
に
は
船
団
に
よ
る
往
来
も
し
ば
し
ば
見
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点

で
一
見
サ
ン
プ
ル
の
宝
庫
で
あ
る
『
高
麗
史
』
世
家
の
記
事
な
ど
も
含
め

（
（
（

、
史
料
の

扱
い
に
は
慎
重
を
期
す
こ
と
に
し
た
い
。

❶
北
宋
期
の
事
例

日
宋
・
日
元
間
を
往
来
し
た
船
の
乗
員
数
に
関
す
る
専
論
は
管
見
に
な
い
が
、
森

克
己
が
宋
と
日
本
の
造
船
技
術
に
つ
い
て
述
べ
る
際
に
、
船
の
規
模
を
示
す
た
め
に
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乗
員
数
の
分
か
る
事
例
を
列
挙
し
た
文
が
あ
る
の
で
、
以
下
に
引
用
し
よ
う
〔
森

二
〇
〇
八
：
二
二
〇
（
初
出
一
九
四
八
）〕

　
�

北
宋
の
頃
、
大
陸
と
南
海
方
面
と
の
間
を
往
来
し
た
貿
易
船
に
関
し
て
は
、
萍

洲
可
談
に
、
そ
の
巨
大
な
も
の
は
数
百
人
、
小
型
の
も
の
で
も
百
餘
人
の
船
員

を
収
容
し
得
た
こ
と
が
見
え
、
ま
た
夢
粱
録
に
は
、
大
な
る
も
の
五
千
斛
、

五
六
百
人
を
収
容
し
、
中
等
の
も
の
は
二
千
斛
よ
り
一
千
斛
、
ま
た
二
三
百
人

を
収
容
す
る
と
い
つ
て
ゐ
る
。
し
か
る
に
我
が
国
に
来
航
し
た
貿
易
船
の
大
き

さ
を
見
る
に
、
天（

榎
本
注
：
九
四
五
年
）

慶
八
年
に
来
航
し
た
も
の
は
乗
員
百
人
、
長（

榎
本
注
：
一
一
〇
五
年
）

治
二
年
に
来
航

し
た
泉
州
商
人
李
充
の
船
は
七
十
人
、
建（

榎
本
注
：
一
二
四
九
年
）

長
元
年
入
宋
し
た
僧
生
智
の
便
乗
船

は
百
餘
人

古
今
著

聞
集
二

、
ま
た
北
宋
末
期
に
宋
・
高
麗
間
の
航
路
を
往
復
し
た
大
陸
貿

易
船
は
長
さ
十
餘
丈
、
深
さ
三
丈
、
闊
さ
二
丈
五
尺
、
容
積
二
千
斛
、
乗
員

六
十
餘
人
に
過
ぎ
な
い

宣
和
奉
使
高
麗
図

経
三
十
四
海
道

。
即
ち
以
上
の
実
例
よ
り
帰
結
す
れ
ば
、日
本
・

高
麗
方
面
の
航
路
を
往
復
す
る
大
陸
商
船
は
、
南
海
方
面
に
活
躍
す
る
貿
易
船

よ
り
も
、
船
体
が
餘
程
小
型
で
あ
つ
た
こ
と
に
な
る
。

こ
こ
で
は
日
中
間
を
往
来
し
た
船
の
乗
員
数
の
事
例
と
し
て
、一
〇
〇
人（
九
四
五

年
の
呉
越
商
船
。
概
数
の
可
能
性
あ
る
か
）・
七
〇
人
（
一
一
〇
五
年
の
宋
商
船
。

ま
た
は
七
一
人
）・
一
〇
〇
人
以
上
（
一
二
四
九
年
の
入
宋
船
）
の
三
例
が
挙
げ
ら

れ
て
い
る
が
、
こ
の
規
模
は
宋
麗
貿
易
船
（
六
〇
餘
人
）
と
同
程
度
で
、
南
シ
ナ
海

方
面
の
貿
易
船
（
数
百
人
規
模
）
よ
り
も
小
規
模
だ
っ
た
と
、
森
克
己
は
主
張
し
て

い
る
。

日
宋
貿
易
船
の
事
例
で
こ
れ
に
追
加
で
き
る
も
の
と
し
て
、
一
〇
二
七
年
来
日
の

福
州
海
商
陳
文
祐
の
船
が
あ
る
。
こ
の
船
が
八
月
一
四
日
に
肥
前
国
松
浦
郡
柏
嶋

（
神か

し
わ集

島
）
に
来
着
す
る
と
、
そ
の
事
情
が
大
宰
府
・
肥
前
国
・
陳
文
祐
の
解
文
に

よ
っ
て
京
都
の
朝
廷
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
、
藤
原
実
資
『
小
右
記
』
万
寿
四
年
八

月
三
〇
日
条
に
見
え
る

（
（
（

。
解
文
を
提
出
し
た
宋
人
は
陳
文
祐
の
み
で
、ま
た
存
問（
来

日
事
情
の
聴
取
）も
陳
文
祐
に
対
し
て
の
み
行
な
わ
れ
て
い
る
。こ
れ
は
綱
首（
船
長
）

が
陳
文
祐
一
人
だ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
船
は
一
艘
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
の
時
に
陳

文
祐
が
提
出
し
た
書
類
に
は
、「
船
内
客
徒
の
交
名
一
枚
」「
新
入
宋
入

（
人
ヵ
）六

十
四
人
の

形
体
・
衣
裳
の
色
絵
図
一
枚
」
が
含
ま
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
乗
員
の
リ
ス
ト
お
よ
び

そ
の
身
体
的
特
徴
や
服
装
を
一
人
ず
つ
描
い
た
色
絵
図
だ
ろ
う

（
（
（

。
そ
こ
に
描
か
れ
た

来
日
宋
人
の
人
数
六
四
は
、
乗
員
の
総
人
数
と
見
ら
れ
る
。
な
お
こ
の
船
に
は
博
多

湾
の
志
賀
島
の
志
賀
海
神
社
の
社
司
が
乗
り
込
ん
で
い
た
こ
と
が
『
小
右
記
』
同
月

二
七
日
条
よ
り
知
ら
れ
る
の
で
、
実
際
の
乗
員
は
六
五
人
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

こ
の
他
に
も
来
着
人
数
が
分
か
る
事
例
は
あ
る
が
、
船
数
が
は
っ
き
り
し
な
い
。

た
と
え
ば
『
日
本
紀
略
』
長
徳
元
年
（
九
九
五
）
九
月
六
日
条
に
は
、若
狭
国
が
「
唐

人
七
十
餘
人
」
の
到
来
を
言
上
し
た
記
事
が
見
え
る

（
（
（

。
藤
原
行
成
『
権
記
』
同
月

二
四
日
条
に
は
、「
先
日
若
狭
国
の
進
ら
す
所
の
唐
人
朱
仁
聡
・
林
庭
幹
の
解
文
幷

び
に
国
解
」
が
見
え
、「
唐
人
七
十
餘
人
」
の
長
の
名
が
朱
仁
聡
・
林
庭
幹
だ
っ
た

こ
と
が
分
か
る
。
朱
仁
聡
と
林
庭
幹
は
一
艘
内
の
綱
首
（
船
長
）・
副
綱
首
と
も
考

え
ら
れ
、
な
ら
ば
一
艘
に
七
十
数
人
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
数
値
は
他

の
事
例
と
比
べ
て
も
整
合
的
で
あ
る
。
た
だ
二
人
の
綱
首
が
別
船
を
率
い
て
い
た
可

能
性
も
否
定
は
で
き
ず
、
断
言
は
避
け
て
お
き
た
い
。

以
上
で
挙
げ
た
も
の
か
ら
南
宋
期
一
二
四
九
年
の
事
例
を
除
く
と
、
日
本
に
来
航

し
た
呉
越
・
北
宋
の
来
日
貿
易
船
の
事
例
は
三
例
（
お
よ
び
参
考
一
例
）
の
み
で
は

あ
る
が
、
六
〇
～
八
〇
人
ま
た
は
一
〇
〇
人
程
度
が
一
艘
に
乗
っ
て
い
た
と
、
ひ
と

ま
ず
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
で
九
四
五
年
の
一
〇
〇
人
の
事
例
の
み
人
数

が
多
い

（
（
（

。
こ
れ
は
呉
越
国
海
商
蒋
袞
の
船
だ
が
、
蒋
袞
が
後
に
呉
越
国
王
銭
弘
佐
か

ら
右
大
臣
藤
原
実
頼
宛
て
の
書
状
を
託
さ
れ
た
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と

（
（
（

、
そ

の
船
は
呉
越
国
の
後
援
を
受
け
た
大
型
の
貿
易
船
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の

船
は
三
〇
〇
〇
石
の
積
荷
を
積
ん
で
い
た
が

（
（
（

、
約
半
世
紀
後
の
九
九
〇
年
に
来
日
し

た
鄭
仁
徳
の
船
に
は
、
そ
の
半
分
の
一
五
〇
〇
石
が
積
ま
れ
て
い
た
と
い
う

（
（
（

。
鄭
仁

徳
は
入
宋
僧
嘉
因
を
宋
か
ら
日
本
に
送
り
届
け
た
海
商
だ
が
、
嘉
因
は
宋
で
朝
貢
使
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に
準
じ
て
扱
わ
れ
て
お
り
、
準
国
賓
と
い
え
る
人
物
だ
っ
た
〔『
宋
史
』
巻
四
九
一
、

日
本
国
伝
〕。
そ
の
嘉
因
が
乗
る
船
が
通
常
の
船
の
半
分
程
度
の
規
模
の
小
型
船
だ
っ

た
と
考
え
る
よ
り
は
、
蒋
袞
の
船
が
特
に
大
型
だ
っ
た
と
考
え
た
方
が
理
解
し
や
す

い
。
呉
越
・
北
宋
期
の
日
中
貿
易
船
の
乗
員
数
は
例
外
的
に
一
〇
〇
人
に
達
す
る
こ

と
も
あ
っ
た
が
、
通
常
は
六
〇
～
八
〇
人
程
度
だ
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い
。

こ
れ
と
比
較
し
た
い
の
が
、
森
克
己
も
挙
げ
る
宋
麗
間
の
便
で
あ
る
。
森
が
参

照
し
た
の
は
一
一
二
三
年
に
宋
の
明
州
か
ら
高
麗
に
向
か
っ
た
使
船
の
中
の
、
客

舟
六
艘
の
情
報
で
あ
る
。
こ
の
船
に
つ
い
て
は
、
近
年
森
平
雅
彦
も
詳
し
く
検
討

す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ
を
参
照
し
つ
つ
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
〔
森
平

二
〇
一
三
〕。
徐
兢
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
三
四
、
海
路
一
、
客
舟
に
拠
れ
ば
、

こ
の
船
は
地
方
官
が
民
間
船
を
徴
用
し
た
も
の
で
、
使
船
の
中
心
と
な
る
二
艘
の
神

舟
に
伴
行
し
た
。
常
時
は
宋
麗
貿
易
船
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
大
き
さ
は
船
長
十
餘

丈
×
船
幅
二
丈
五
尺
×
船
深
三
丈
で
（
三
十
数
メ
ー
ト
ル
×
約
七
・
七
メ
ー
ト
ル
×

約
九
・
二
メ
ー
ト
ル

（
（1
（

）、
穀
物
二
〇
〇
〇
石
を
積
載
で
き
る
規
模
だ
っ
た
。
ジ
ャ
ン
ク

と
し
て
不
自
然
な
ほ
ど
深
い
船
深
を
別
に
し
て
船
長
・
船
幅
の
み
見
れ
ば
、
新
安
沈

船
の
三
三
・
五
メ
ー
ト
ル
×
一
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
と
比
べ
て
船
幅
は
狭
い
。
ま
た
客
舟

各
船
に
は
六
〇
人
の
篙
師
・
水
手
が
乗
っ
て
い
た
。
こ
の
航
行
要
員
の
人
数
は
、
同

時
代
の
来
日
宋
商
船
の
乗
員
数
と
同
規
模
で
あ
る
。
さ
ら
に
客
舟
に
は
、
航
路
の
知

識
を
持
ち
彼
ら
を
指
揮
す
る
首
領
が
い
た

（
（1
（

。
宋
麗
貿
易
船
の
綱
首
・
火
長
な
ど
を
充

て
た
も
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
に
使
節
一
五
四
人
が
分
乗
し
た
が

（
（1
（

、
仮
に
八
艘
に
平
均
し

て
分
乗
す
れ
ば
一
艘
平
均
一
九
人
、
船
の
規
模
（
神
舟
は
客
舟
の
三
倍
の
規
模

（
（1
（

）
に

応
じ
て
分
乗
す
れ
ば
客
舟
は
一
艘
平
均
一
三
人
と
な
り
、
い
ず
れ
に
し
ろ
各
客
舟
に

は
使
節
十
数
人
が
乗
り
込
ん
だ
と
見
ら
れ
る
。
首
領
・
篙
師
・
水
手
を
合
計
す
れ
ば

七
〇
～
八
〇
人
と
な
り
、
北
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
の
乗
員
数
と
同
程
度
と
な
る

（
（1
（

。

一
一
〇
五
年
の
日
宋
貿
易
船
の
事
例
で
は
、
乗
員
の
構
成
が
具
体
的
に
分
か
る
。

以
下
に
李
充
が
明
州
か
ら
日
本
に
行
く
に
当
た
り
発
給
さ
れ
た
両
浙
路
市
舶
司
公
憑

の
一
部
を
引
用
し
よ
う

（
（1
（

。

　

�

拠
泉
州
客
人
李
充
状
、「
今
将
自
己
船
壱
隻
、
緒（

請
）集

水
手
、
欲
往
日
本
国
博
買
。

廻
賃（

貨
）経（
径
）赴

明
州
市
舶
務
抽
解
。
乞
出
給
公
験
前
去
」
者
。

　

一
、
人
・
船
・
貨
物

　
　

自
己
船
壱
隻

　

綱
首
李
充　

梢
工
林
養　

雑
事
荘
厳　

部
領
兵

（
呉
カ
）弟

　

第
一
甲　

�

梁
冨　

蔡
依　

唐
祐　

陳
富　

林
和　

郡
勝　

阮
祐　

煬
元　

陳
従　

注
珠　

顧
再　

王
進　

郭
宜　

阮
昌　

林
旺　

黄
生　

強
寄　

関
従　

呉
満　

陳
祐　

潘
祚　

毛
京　

阮
聡

　

第
二
甲　

�

尤
直　

呉
添　

陳
貴　

李
成　

翁
生　

陳
珠　

陳
徳　

陳
新　

蔡
原　

陳
志　

顧
章　

張
太　

呉
太　

何
来　

朱
有　

陳
先　

林
弟　

李
添　

楊
小　

彭
事　

陳
欽　

張
五　

小
陳
珠　

陳
海　

小
林
弟

　

第
三
甲　

�

唐
才　

林
太　

陽
光　

陳
養　

林
太　

陳
栄　

林
足　

林
進　

張
泰　

薩
有　

張
武　

林
泰　

小
陳
貴　

王
有　

林
念　

生
栄　

王
徳　

唐

興　

王
春

　

物
貨

　
　

象
眼
肆
拾
疋　

生
絹
拾
疋　

白
綾
弐
拾
疋

　
　

瓷
垸
弐
佰
床　

瓷
堞
一
佰
床

こ
の
文
書
か
ら
は
、
船
の
幹
部
層
と
し
て
綱
首
・
梢
工
・
雑
事
・
部
領
の
四
人
が
い

た
こ
と
や
、
水
手
六
七
人
が
三
甲
に
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

（
（1
（

。
三
甲
編
成

は
、
順
調
で
も
数
日
か
ら
十
日
以
上
を
要
す
る
航
海
を
無
理
な
く
遂
行
す
る
た
め

に
、
運
航
作
業
や
警
備
を
輪
番
で
行
な
わ
せ
る
た
め
の
措
置
だ
ろ
う
（
一
甲
ず
つ
休

憩
し
た
か
）。
各
甲
の
人
数
は
二
三
人
・
二
五
人
・
一
九
人
で
、
二
〇
人
前
後
で
あ

る
。
北
宋
期
の
他
の
事
例
で
も
乗
員
数
が
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
の
は
、
お
そ
ら
く
同

様
の
編
成
が
採
ら
れ
た
た
め
で
あ
る
。『
高
麗
図
経
』
の
客
舟
も
同
様
の
編
成
だ
っ

た
な
ら
ば
、
合
計
六
〇
人
が
各
甲
二
〇
人
程
度
に
分
け
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
が
、
客
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舟
に
は
オ
ー
ル
が
十
挺
（
左
右
各
五
挺
）
あ
っ
た
と
い
う
の
で

（
（1
（

、
休
憩
中
の
一
甲
を

除
く
二
甲
か
ら
指
揮
役
や
舵
・
帆
の
調
整
役
、
さ
ら
に
海
賊
の
襲
撃
な
ど
に
備
え
た

警
備
役
を
除
く
人
員
を
割
り
振
れ
ば
、
一
挺
あ
た
り
二
人
程
度
を
回
す
こ
と
が
で
き

る
。
無
理
の
な
い
人
数
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

さ
て
、
森
克
己
は
朱
彧
『
萍
洲
可
談
』（
一
一
一
九
年
撰
）
お
よ
び
呉
自
牧
が
元

代
に
南
宋
時
代
の
臨
安
（
杭
州
）
の
様
子
を
記
し
た
『
夢
粱
録

（
（1
（

』
の
記
事
に
見
え
る

南
海
行
き
の
外
洋
船
が
時
に
数
百
人
に
及
ぶ
も
の
だ
っ
た
と
す
る
の
を
紹
介
し
、
日

本
・
高
麗
行
き
貿
易
船
の
規
模
は
こ
れ
よ
り
も
か
な
り
小
さ
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
す

る
。
広
州
市
舶
司
で
の
貿
易
の
様
子
を
記
す
『
萍
洲
可
談
』
巻
二
に
は
、
北
宋
末
の

「
甲
令
」（
船
舶
に
関
す
る
法
令
か
）
と
し
て
、
大
型
船
に
数
百
人
が
乗
り
、
小
型

船
に
百
餘
人
が
乗
る
と
記
す

（
（1
（

。
た
し
か
に
日
本
・
高
麗
行
き
よ
り
も
大
規
模
な
貿
易

が
想
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
南
海
貿
易
船
一
艘
あ
た
り
の
乗
員
数
を

伝
え
る
史
料
が
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
が
、
数
十
人
規
模
の
貿
易
船
も

運
航
し
て
い
た
よ
う
な
の
で

（
（2
（

、
こ
の
簡
略
な
記
事
を
根
拠
に
南
海
貿
易
船
が
す
べ
て

一
〇
〇
人
以
上
の
乗
員
を
備
え
て
い
た
と
見
る
こ
と
は
慎
重
に
な
る
べ
き
と
思
わ
れ

る
。一

方
の
『
夢
粱
録
』
の
記
事
は
具
体
的
で
、
杭
州
か
ら
主
に
南
海
方
面
に
向
か
う

船
を
念
頭
に
置
き
、
規
模
が
大
き
い
も
の
は
五
〇
〇
〇
料
の
積
載
容
量
で
五
〇
〇
～

六
〇
〇
人
を
乗
せ
、
中
等
は
一
〇
〇
〇
～
二
〇
〇
〇
料
の
積
載
容
量
で
二
〇
〇
～

三
〇
〇
人
を
乗
せ
、
よ
り
小
型
の
船
は
一
〇
〇
人
餘
を
乗
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
記

す
（
（2
（

。「
料
」
は
積
載
容
量
の
単
位
で
、
一
料
は
十
立
方
尺
に
相
当
し
、
米
穀
を
積
ん

だ
場
合
の
重
量
は
二
・
五
八
石
（
約
一
九
六
・
二
㎏
）
と
な
る
〔
中
島
楽
章
二
〇
一
三
：

一
〇
二
〕。

二
〇
〇
〇
石
程
度
の
穀
物
（
約
八
〇
〇
料
相
当
）
を
積
載
で
き
た
『
高
麗
図
経
』

の
客
舟（「
可
載
二
千
斛
粟
」）は
、こ
の
基
準
で
は
小
型
船
で
あ
り
、三
〇
〇
〇
石（
穀

物
な
ら
ば
約
一
二
〇
〇
料
相
当
）
の
積
荷
を
積
ん
だ
（
積
載
可
能
重
量
は
こ
れ
以
上
）

九
四
五
年
来
日
の
蒋
袞
船
は
中
型
船
以
上
と
な
る
。
な
ら
ば
『
夢
粱
録
』
の
基
準
で

は
、
両
船
は
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
人
以
上
、
ま
た
は
二
〇
〇
人
以
上
を
搭
載
で
き
る
は

ず
で
あ
る
。
だ
が
実
際
に
乗
っ
て
い
た
の
は
七
○
～
八
〇
人
ま
た
は
一
〇
〇
人
だ
っ

た
。
こ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

こ
こ
で
は
「
可
載
五
六
百
人
」「
亦
可
載
二
三
百
人
」「
可
載
百
餘
人
」
と
い
う
『
夢

粱
録
』
の
表
現
が
、
あ
く
ま
で
も
搭
乗
可
能
人
数
を
示
し
て
い
る
点
に
注
意
し
た
い

（「
料
」
も
積
載
可
能
容
量
に
過
ぎ
な
い
）。
貿
易
船
の
場
合
、
商
業
的
利
益
を
考
え

れ
ば
、
限
界
ま
で
乗
員
を
増
や
す
こ
と
は
一
般
に
考
え
が
た
く
、
必
要
以
上
の
餘
分

な
乗
員
は
減
ら
し
て
積
荷
を
増
や
す
方
が
得
策
で
あ
る
。贈
答
品（
朝
貢
品
・
回
賜
品
）

や
儀
礼
用
器
物
な
ど
を
積
み
込
む
使
船
も
、
事
情
は
同
様
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
危
険
の

伴
う
外
洋
航
海
に
お
い
て
は
、
事
故
の
可
能
性
も
考
え
て
水
・
食
糧
や
生
活
用
具
な

ど
を
多
く
積
み
込
む
必
要
が
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
新
安
沈
船
の
場
合
、
船
体
の
重
量

等
を
除
い
た
実
質
的
な
積
載
容
量
は
一
四
〇
ト
ン
程
度
と
推
算
さ
れ
て
お
り
〔
木
村

淳
二
〇
一
六
〕、
こ
の
枠
内
で
積
荷
の
重
量
と
乗
員
の
体
重
を
調
整
す
る
こ
と
に
な

る
。
客
舟
や
蒋
袞
船
の
場
合
、
利
益
・
安
全
・
航
行
能
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
時
、

そ
れ
ぞ
れ
七
○
～
八
〇
人
や
一
〇
〇
人
が
乗
員
の
適
正
人
数
だ
っ
た
の
だ
ろ
う

（
（2
（

。

客
舟
に
つ
い
て
は
、
船
長
三
十
数
メ
ー
ト
ル
×
船
幅
七
・
七
メ
ー
ト
ル
と
い
う
規

模
を
考
え
れ
ば
、
搭
乗
可
能
人
数
は
七
○
～
八
〇
人
を
上
回
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

後
世
の
事
例
で
運
航
海
域
も
異
な
る
が
、
客
舟
と
ほ
ぼ
同
規
模
の
ジ
ャ
ン
ク
式
外
洋

船
と
し
て
、
一
七
一
九
年
に
清
か
ら
派
遣
さ
れ
た
冊
封
琉
球
使
船
が
あ
る
。
徐
葆

光
『
中
山
伝
信
録
』
巻
一
、
封
舟
、
お
よ
び
同
書
巻
一
、
渡
海
兵
役
に
拠
れ
ば
、
こ

の
船
は
寧
波
か
ら
徴
用
し
た
民
間
商
船
で
、
第
一
船
は
船
長
一
〇
丈
×
船
幅
二
丈
六

尺
×
船
深
一
丈
五
尺
（
三
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
×
八
メ
ー
ト
ル
×
四
・
六
メ
ー
ト
ル
）、

第
二
船
は
船
長
一
一
丈
八
尺
×
船
幅
二
丈
五
尺
×
船
深
一
丈
二
尺
（
三
六
・
二
メ
ー

ト
ル
×
七
・
七
メ
ー
ト
ル
×
三
・
七
メ
ー
ト
ル
）
で
、『
高
麗
図
経
』
の
客
舟
と
同
程

度
の
規
模
で
あ
る

（
（2
（

。
乗
員
と
し
て
は
船
戸
以
下
が
各
二
二
人
（
合
計
四
四
人
）
お

り
、
さ
ら
に
官
兵
二
〇
〇
人
（
航
行
要
員
の
役
割
も
帯
び
る
か
）
を
含
む
使
節
一
行

三
二
〇
人
が
分
乗
し
た
。
二
艘
で
合
計
三
六
四
人
、
一
艘
に
平
均
一
八
二
人
が
搭
乗
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し
た
こ
と
に
な
る
。
時
代
差
に
よ
る
技
術
の
変
化
も
あ
る
か
ら
、
客
舟
に
も
こ
れ
と

同
程
度
の
乗
員
が
乗
る
こ
と
が
で
き
た
と
は
限
ら
な
い
が
、
そ
れ
で
も
七
○
～
八
〇

人
が
搭
乗
人
数
の
限
界
だ
っ
た
わ
け
で
な
い
だ
ろ
う
。

一
方
で
宋
代
の
南
海
貿
易
船
を
見
る
に
、
一
二
世
紀
後
半
の
南
海
Ⅰ
号
は
、
発
掘

報
告
書
に
よ
れ
ば
、
残
存
部
だ
け
で
船
長
二
二
・
一
メ
ー
ト
ル
×
最
大
幅
九
・
三
五

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
実
際
の
船
幅
は
九
・
七
～
一
〇
メ
ー
ト
ル
と
推
測
さ
れ

（
（2
（

、『
高
麗

図
経
』
客
舟
よ
り
も
広
い
が
、
船
長
は
実
測
図
を
見
る
限
り
、
客
舟
の
よ
う
に
三
〇

メ
ー
ト
ル
を
超
え
る
規
模
に
は
達
し
な
い
と
見
ら
れ
る
。
ま
た
一
三
世
紀
後
半
の
泉

州
沈
船
は
、
船
長
三
四
メ
ー
ト
ル
×
船
幅
一
一
メ
ー
ト
ル
程
度
と
推
測
さ
れ
て
お

り
（
（2
（

、
客
舟
よ
り
も
約
一
・
四
倍
幅
広
で
あ
る
。
積
載
容
量
の
厳
密
な
推
算
は
私
の
能

力
を
超
え
る
が
、
後
者
の
積
載
能
力
は
客
舟
を
上
回
っ
た
と
見
ら
れ
る
も
の
の
、
よ

り
時
代
の
近
い
前
者
に
つ
い
て
は
客
舟
と
大
差
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と

を
考
え
て
も
、
南
海
貿
易
船
の
搭
乗
可
能
人
数

0

0

0

0

0

0

と
、
東
シ
ナ
海
の
貿
易
船
に
お
け
る

実
際
の
乗
員
数

0

0

0

0

0

0

を
単
純
に
比
較
し
て
、
後
者
の
船
が
常
に
小
規
模
だ
っ
た
と
結
論
付

け
る
の
は
、
必
ず
し
も
妥
当
と
は
言
い
切
れ
な
い
と
考
え
る
。

❷
南
宋
期
の
事
例

前
章
の
冒
頭
で
見
た
よ
う
に
、
森
克
己
は
南
宋
期
の
貿
易
船
の
規
模
を
示
す
事
例

と
し
て
、
一
二
四
九
年
の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
『
古
今
著
聞
集
』
に
見
え

る
説
話
で
、
生
智
と
い
う
僧
が
乗
っ
て
い
た
渡
宋
船
が
悪
風
に
遭
っ
て
難
破
し
そ
う

に
な
っ
た
た
め
、一
〇
〇
人
餘
が
「
こ
た
う
」
と
い
う
小
舟
に
移
り
乗
っ
た
と
い
う
。

さ
ら
に
船
に
残
っ
た
「
残
の
輩
」
も
い
た
と
い
う
か
ら
、
元
の
船
に
は
百
数
十
人
は

乗
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る

（
（2
（

。
あ
く
ま
で
も
説
話
で
あ
り
、
具
体
性
を
欠
く
概
数
的
な

表
現
も
相
ま
っ
て
全
面
的
に
依
拠
す
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
が
、
一
〇
〇
人
以
上
が

渡
宋
船
に
乗
っ
て
い
る
と
い
う
設
定
が
、
当
時
の
日
本
人
に
と
っ
て
さ
ほ
ど
違
和
感

も
な
く
受
け
取
ら
れ
る
も
の
だ
っ
た
こ
と
は
参
考
に
は
な
ろ
う
。
こ
こ
に
一
定
の
現

実
味
を
見
出
す
と
す
れ
ば
、
南
宋
期
に
は
北
宋
期
よ
り
も
多
く
の
人
々
が
貿
易
船
に

乗
り
込
ん
で
い
た
こ
と
に
な
る
。

森
克
己
は
ま
た
、
南
宋
期
に
「
日
本
商
人
」
が
日
宋
貿
易
に
関
わ
っ
た
こ
と
を

示
す
事
例
を
一
覧
表
に
し
て
い
る
〔
森
克
己
二
〇
〇
八
：
二
四
〇
〕。
そ
の
過
半
は

『
宋
史
』
巻
四
九
一
、
日
本
国
伝
に
見
え
る
日
本
船
漂
着
記
事
で
（『
文
献
通
考
』
巻

三
二
四
、四
裔
考
に
も
同
一
典
拠
に
拠
っ
た
と
思
し
き
類
似
記
事
あ
り
）、
一
一
七
六

年
の
「
風
泊
せ
る
日
本
舟
明
州
に
至
る
。
衆
皆
な
食
う
を
得
ざ
れ
ば
、
行
乞
し
て
臨

安
府
に
至
る
者
、
復
た
百
餘
人
な
り
」（「
風
泊
日
本
舟
至
明
州
、
衆
皆
不
得
食
、
行

乞
至
臨
安
府
者
、
復
百
餘
人
」）、
一
一
八
三
年
の
「
日
本
の
七
十
三
人
、
復
た
秀
州

華
亭
県
に
飄
至
す
」（「
日
本
七
十
三
人
、
復
飄
至
秀
州
華
亭
県
」）
な
ど
の
記
事
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
一
〇
〇
人
餘
・
七
三
人
の
日
本
人
漂
流
民
が
確
認
で
き
る
。
森
は

こ
れ
ら
を
、
宋
を
目
指
し
て
出
航
し
た
も
の
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
な
ら
ば

そ
の
人
数
も
当
時
の
貿
易
船
の
乗
員
規
模
を
考
え
る
上
で
貴
重
な
情
報
と
な
る
が
、

そ
の
理
解
は
妥
当
だ
ろ
う
か
。

森
は
挙
げ
て
い
な
い
が
、『
宋
史
』『
文
献
通
考
』
所
載
の
事
例
に
は
関
連
史
料
を

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
も
の
も
あ
る
。
た
と
え
ば
一
二
世
紀
後
半
の
人
で
あ
る
周
煇

の
『
清
波
雑
誌
』
巻
四
、
倭
国
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ
は
揚
子
江
北
岸
の
泰
州
に
漂

着
し
た
一
艘
の
倭
船
に
関
す
る
も
の
で
、
乗
員
は
郡
館
で
食
糧
を
支
給
さ
れ
た
。『
宋

史
』『
文
献
通
考
』
に
は
泰
州
に
漂
着
し
た
倭
人
に
常
平
米
を
与
え
た
記
事
が
見
え
、

『
宋
史
』
は
紹
煕
四
年
（
一
一
九
三
）、『
文
献
通
考
』
は
同
元
年
（
一
一
九
〇
）
に
掛

け
る
が
、こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
だ
ろ
う

（
（2
（

。
以
下
に『
清
波
雑
誌
』の
全
文
を
掲
げ
る
。

　

�（
周
）
煇
頃こ

の
ごろ

泰
州
に
在
り
。
偶た

ま
たま

倭
国
の
一
舟
、
飄
汎
し
て
境
上
に
在
り
。

一
行
凡す

べ

て
三
二
十
人
、
郡
館
に
至
れ
ば
之
を
穀
す
。
或
る
も
の
其
の
風
俗
を
詢と

う
も
、
答
う
る
所
は
解
す
べ
か
ら
ず
。
旁
ら
に
訳
者
有
り
、
乃
ち
明
州
人
な
り
。

言
う
、「
其
の
国
人
疾
に
遇
う
も
医
薬
無
し
。
第た

だ
裸
病
の
人
、
水
浜
に
就
き

て
水
を
杓
し
通
身
澆
淋
し
、
四
方
に
面
し
て
其
の
神
を
呼
び
て
請
祷
せ
ば
、
即た

だ
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ち
に
愈
ゆ
。
婦
女
は
悉
く
被
髮
し
、
中
州
の
人
の
至
る
に
遇
わ
ば
、
端
麗
な
る

者
を
択
び
、
以
て
薦
寢
す
。
度
種
と
名
づ
く
」
と
。
他そ

の
云
う
所
、
訳
も
亦
た

曉
な
る
能
わ
ず
。
後
に
朝
旨
あ
り
、
津
置
し
て
明
州
に
至
ら
し
め
、
便
風
を

趂お

っ
て
以
て
帰
す

（
（2
（

。

こ
れ
に
拠
れ
ば
、
倭
船
に
は
「
三
二
十
人
」
の
乗
員
が
乗
っ
て
い
た
。「
三
二
」

は
一
般
に
少
な
い
数
量
を
表
現
す
る
語
で
も
あ
り
（『
漢
語
大
詞
典
』
な
ど
）、

二
〇
～
三
〇
人
な
ど
具
体
的
な
数
値
と
は
限
ら
な
い
。
数
十
人
規
模
の
乗
員
が
乗
っ

て
い
た
こ
と
を
読
み
取
る
の
に
留
め
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
船
は
漂
着
船
で
あ
る
か
ら
、当
初
か
ら
宋
を
目
指
し
て
い
た
と
は
限
ら
な
い
。

注
目
し
た
い
の
は
、
乗
員
が
泰
州
の
郡
館
で
の
質
問
に
回
答
し
て
も
、
宋
人
に
は
理

解
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
乗
員
は
す
べ
て
日
本
人
だ
っ
た
の

だ
ろ
う
。
質
問
の
時
に
は
横
に
明
州
人
の
訳
者
が
お
り
、
乗
員
と
の
意
志
疎
通
に
協

力
し
た
が
、
訳
者
も
乗
員
の
言
う
こ
と
が
は
っ
き
り
と
は
分
か
ら
な
か
っ
た
と
い

う
。
乗
員
と
の
意
志
疎
通
が
十
分
に
で
き
な
か
っ
た
明
州
人
訳
者
は
乗
員
の
一
人
と

は
考
え
が
た
く
、
郡
館
側
で
用
意
し
た
人
物
だ
ろ
う
。
要
す
る
に
乗
員
は
、
宋
人
と

自
力
で
意
思
疎
通
を
行
な
う
能
力
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
船
を
日
宋
貿
易
船

と
見
る
の
は
難
し
い
。
ま
た
こ
の
船
に
は
女
性
も
乗
っ
て
い
た
が
、
一
般
に
外
洋
貿

易
船
に
女
性
を
同
伴
さ
せ
る
こ
と
は
な
い〔
山
内
晋
次
二
〇
一
六

（
（2
（

〕。
こ
の
点
か
ら
も
、

こ
の
船
は
貿
易
船
で
な
い
可
能
性
が
高
い

（
（3
（

。『
宋
史
』『
文
献
通
考
』
所
掲
の
記
事
に

は
こ
の
よ
う
な
事
例
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
な
ら
ば
他
の
事
例
も
日
宋
貿
易

船
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
考
え
る
こ
と
は
危
険
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
事
例
の
倭
船
は

一
艘
だ
が
、
他
の
事
例
が
一
艘
と
も
限
ら
な
い
。

中
国
史
料
に
は
、
他
に
も
日
本
船
の
乗
員
数
が
明
記
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
が
、
そ

の
多
く
は
漂
着
船
で
あ
り
、
貿
易
を
目
的
と
し
た
船
と
は
限
ら
な
い
。
た
と
え
ば

一
一
四
五
年
に
温
州
に
漂
着
し
た
日
本
国
賈
人
の
男
女
一
九
人
の
事
例
が
あ
り
、
硫

黄
と
布
を
売
る
商
船
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が

（
（3
（

、
山
内
晋
次
は
乗
員
規
模
と
女
性

の
存
在
か
ら
日
宋
貿
易
船
と
考
え
ず
、
日
本
沿
岸
を
航
行
す
る
中
・
小
型
の
商
船

と
推
測
す
る
〔
山
内
二
〇
一
六
〕。
ま
た
『
金
史
』
は
一
二
一
七
年
の
記
事
と
し
て
、

山
東
半
島
の
莱
州
即
墨
県
移
風
砦
に
「
日
本
国
太
宰
府
民
七
十
二
人
」
が
乗
っ
た
大

舶
が
漂
着
し
た
こ
と
を
伝
え
る

（
（3
（

。「
糴
（
商
売
）
に
因
り
て
風
に
遇
い
、
中
国
に
飄

至
す
」
と
さ
れ
、
商
船
だ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
日
宋
貿
易
船
な
の
か
沿
岸
部

の
交
易
船
な
の
か
は
判
断
で
き
な
い
。
な
お
元
代
に
も
一
三
四
〇
年
代
に
高
麗
に
漂

着
し
た
「
日
本
海
商
百
餘
人
」
を
没
官
し
奴
に
す
る
こ
と
を
高
麗
が
元
に
求
め
た
こ

と
が
あ
る
が

（
（3
（

、
こ
れ
も
日
元
貿
易
船
な
の
か
、
ま
た
一
艘
の
船
な
の
か
は
不
明
で
あ

る
。一

方
の
日
本
側
史
料
で
は
、
南
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
の
乗
員
数
を
直
接
伝
え
る
史

料
は
皆
無
で
あ
る
。
た
と
え
ば
慶
政
『
漂
到
流
球
国
記
』
に
は
、
一
二
四
三
年
に
南

宋
を
目
指
し
て
「
流
球
国
」
に
漂
着
し
た
時
の
こ
と
を
、
帰
国
直
後
の
僧
侶
か
ら
聞

き
取
っ
た
情
報
が
記
さ
れ
る
。
そ
こ
に
記
す
と
こ
ろ
で
は
、
九
月
一
八
日
に
船
が
漂

着
し
た
際
、「
壮
年
之
輩
二
十
餘
人
」
が
上
陸
す
べ
き
か
否
か
を
相
談
し
、
翌
日
に

か
け
て
島
を
探
索
し
た
結
果
、
漂
着
地
が
流
球
国
で
あ
る
こ
と
を
確
信
し
、
さ
ら
に

二
〇
日
に
は
、「
三
十
餘
人
」
が
別
方
面
の
探
索
に
向
か
っ
た
と
い
う
。
船
に
三
〇

人
以
上
の
乗
員
が
い
た
こ
と
が
分
か
る
が
、
総
人
数
は
分
か
ら
な
い
。

参
考
に
な
る
事
例
と
し
て
、
一
二
一
七
年
に
源
実
朝
が
宋
人
大
工
陳
和
卿
に
命
じ

て
唐
船
を
作
ら
せ
、
鎌
倉
の
由
比
ヶ
浜
か
ら
乗
船
し
て
自
ら
入
宋
し
よ
う
と
し
た

が
、
船
を
浮
か
べ
る
の
に
十
分
な
海
深
が
な
く
断
念
し
た
と
い
う
、
有
名
な
逸
話
が

あ
る

（
（3
（

。
実
朝
は
唐
船
造
営
を
命
じ
た
際
に
扈
従
人
六
〇
人
餘
も
定
め
た
と
い
う
が

（
（3
（

、

彼
ら
に
水
手
・
兵
士
と
し
て
の
役
割
も
期
待
し
て
い
た
と
見
る
か
、
ま
た
は
実
朝
の

身
辺
の
世
話
を
行
な
う
だ
け
で
、
水
手
は
別
に
用
意
さ
れ
た
と
見
る
か
に
よ
っ
て
、

乗
員
規
模
の
見
積
も
り
は
大
き
く
変
わ
る
。
前
者
の
場
合
は
、
北
宋
期
の
日
宋
貿
易

船
と
同
程
度
の
規
模
に
な
る
が
、
後
者
の
場
合
は
船
を
動
か
す
航
行
要
員
が
別
に
い

た
こ
と
に
な
る
。
航
行
要
員
が
北
宋
期
と
同
じ
六
〇
～
八
〇
人
で
あ
っ
て
も
合
計
は

一
二
〇
～
一
四
〇
人
に
な
る
だ
ろ
う
。
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た
だ
し
、
そ
も
そ
も
陳
和
卿
が
十
分
な
航
海
知
識
を
備
え
て
い
た
の
か
と
い
う
問

題
も
あ
る
。
砂
浜
の
由
比
ヶ
浜
か
ら
直
接
出
航
し
よ
う
と
し
た
の
も
、
十
分
な
知
識

が
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
る
餘
地
も
あ
り
、
こ
の
船
の
事
例
か
ら
貿
易
船
の
一
般
的

な
乗
員
数
を
検
討
す
る
の
は
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
一
二
一
七
年
に

北
宋
期
よ
り
も
多
く
の
乗
員
が
乗
る
船
が
用
意
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
以

上
の
こ
と
を
主
張
す
る
の
は
控
え
て
お
き
た
い
。

以
上
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
南
宋
期
の
内
で
一
三
世
紀
前
半
以
前
に
つ
い
て
は
、

日
宋
貿
易
船
の
乗
員
数
が
確
実
に
分
か
る
事
例
は
な
い
。『
古
今
著
聞
集
』
に
記
さ

れ
る
よ
う
に
、
一
〇
〇
人
以
上
が
乗
る
船
が
出
現
し
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
現

状
で
は
不
明
で
あ
る
。
乗
員
数
の
増
大
が
明
確
に
な
る
の
は
、
宋
末
の
一
三
世
紀
後

半
か
ら
で
あ
る
。

❸
宋
末
・
元
代
に
お
け
る
乗
員
規
模
の
増
大

『
高
麗
史
』
巻
二
五
、
元
宗
世
家
、
元
宗
四
年
（
一
二
六
三
）
六
月
是
月
条
を
見

て
み
よ
う
。

　

�

日
本
官
船
大
使
如
真
等
、
将
に
入
宋
求
法
せ
ん
と
し
て
漂
風
す
。
僧
俗
幷
せ
て

二
百
三
十
人
は
、
開
也
召
島
に
泊
し
、
二
百
六
十
五
人
は
、
群
山
・
楸
子
二
島

に
到
る
。
大
宰
府
少
卿
殿
の
白
商
船
七
十
八
人
、
宋
よ
り
将
に
本
国
に
還
ら
ん

と
し
て
、
漂
風
し
船
を
失
い
、
小
船
を
以
て
宣
州
加
次
島
に
泊
す
。
全
羅
道
按

察
使
に
命
じ
て
、
船
に
給
糧
し
て
其
の
国
に
護
送
せ
し
む

（
（3
（

。

求
法
の
た
め
に
宋
へ
向
か
っ
た
如
真
な
る
僧
が
乗
っ
た
「
日
本
官
船
」（
鎌
倉
幕

府
派
遣
船
か
）
が
途
上
で
漂
流
し
て
し
ま
い
、
高
麗
の
島
々
に
流
れ
着
い
た
の
で
、

高
麗
が
こ
れ
を
救
出
し
て
給
糧
し
、
日
本
に
護
送
し
た
。
日
本
官
船
の
乗
員
中
で

二
三
〇
人
は
開
也
召
島
、
二
六
五
人
は
群
山
島
・
楸
子
島
に
漂
着
し
た
と
い
う
。
開

也
召
島
は
韓
国
全
羅
北
道
群
山
市
の
開
也
島
で
あ
り
（
高
麗
時
代
は
楊
広
道
嘉
林
県

に
属
す
）、
群
山
島
は
同
じ
く
群
山
市
の
西
に
浮
か
ぶ
古
群
山
群
島
に
当
た
る
（
高

麗
時
代
は
全
羅
道
臨
陂
県
に
属
す
）。
こ
の
二
島
は
今
の
忠
清
・
全
羅
両
道
の
境
界

に
当
た
る
錦
江
の
河
口
近
く
に
あ
る
が
、
群
山
島
の
漂
流
民
が
開
也
召
島
の
漂
流
民

と
別
に
扱
わ
れ
、
か
な
り
南
に
離
れ
た
楸
子
島
（
済
州
島
と
珍
島
の
間
。
高
麗
時
代

は
全
羅
道
耽
羅
県
に
属
す
）
の
漂
流
民
と
一
緒
に
集
計
さ
れ
た
の
は
、
楊
広
道
と
全

羅
道
の
管
轄
範
囲
に
拠
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

合
計
四
九
五
人
の
漂
流
民
を
乗
せ
た
日
本
官
船
が
何
艘
だ
っ
た
の
か
は
、
残
念
な

が
ら
不
明
で
あ
る
。
も
し
も
一
艘
だ
っ
た
の
な
ら
ば
、
漂
流
の
過
程
で
の
死
者
も
勘

案
す
れ
ば
、五
〇
〇
人
以
上
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
そ
の
場
合
、

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
乗
員
数
と
比
べ
、
あ
ま
り
に
も
懸
隔
が
大
き
く
、
数
艘
の
船
団

を
想
定
す
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。
一
三
世
紀
の
日
宋
・
日
元
貿
易
に
関
わ
っ
た
船
団

は
、
史
料
で
確
認
で
き
る
限
り
三
艘
か
四
艘
で
構
成
さ
れ
て
お
り

（
（3
（

、
仮
に
三
艘
な
ら

ば
一
艘
当
た
り
一
六
五
人
以
上
、
四
艘
な
ら
ば
一
艘
当
た
り
一
二
四
人
以
上
が
乗
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
も
し
も
北
宋
期
と
同
程
度
の
乗
員
数
な
ら
ば
七
艘
以
上
の
船

団
と
な
る
が
（
七
艘
で
一
艘
平
均
七
一
人
）、
こ
の
船
数
は
多
す
ぎ
て
考
え
が
た
い
。

こ
の
船
団
を
構
成
す
る
船
に
は
、
北
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
よ
り
も
多
く
の
乗
員
が

乗
っ
て
い
た
と
見
て
良
い
だ
ろ
う
。

な
お
本
記
事
で
は
も
う
一
件
、「
大
宰
府
少
卿
殿
」（
大
宰
少
弐
武
藤
資
能
）
の
船

の
乗
員
も
救
出
さ
れ
て
い
る

（
（3
（

。
彼
ら
は
宋
か
ら
の
帰
路
に
難
破
し
た
船
か
ら
小
舟
で

脱
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
往
路
に
漂
流
し
た
日
本
官
船
と
は
別
船
で
あ
る
。
漂
着
地

の
宣
州
加
次
島
は
高
麗
の
北
西
国
境
に
近
く

（
（3
（

、
通
常
の
日
宋
間
航
路
（
済
州
島
南
方

を
東
進
）
か
ら
見
て
大
き
く
北
に
逸
れ
て
い
る
。
こ
の
小
舟
は
難
破
地
点
か
ら
か
な

り
遠
く
ま
で
流
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
漂
着
人
数
は
七
八
人
だ
が
、
元
の
船
に
は
小

舟
に
乗
れ
ず
死
ん
だ
者
や
、
別
の
小
舟
に
乗
っ
て
行
方
不
明
に
な
っ
た
者
が
い
た
可

能
性
も
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
本
来
の
乗
員
数
は
こ
れ
よ
り
も
多
か
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
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さ
ら
に
本
記
事
か
ら
半
世
紀
後
、
元
代
に
な
る
と
興
味
深
い
記
事
が
『
弘
治
温
州

府
志
』
巻
一
七
、
蕃
航
に
見
え
る
。

　
�

延
祐
五
年
（
一
三
一
八
）
冬
、
倭
船
の
平
陽
州
五
十
二
都
大
奥
海
浜
に
泊
す
る

有
り
。
…
訳
二
人
梅
守
志
・
林
愛
華
・
綱
首
二
人
見
覚
・
道
願
の
詞
に
称
う
、

「
本
国
客
商
五
百
餘
人
有
り
、
金
珠
・
白
布
等
の
物
を
齎も

ち
て
船
に
駕
し
、
九

月
二
十
七
日
に
於
い
て
放
洋
し
、
元
国
慶
元
路
市
舶
司
に
投
じ
て
、
銅
銭
・
薬

材
・
香
貨
等
の
項
を
愽
易
せ
ん
と
意お

も

う
も
、
料は

か

ら
ず
し
て
十
月
七
日
に
海
風
飄

浪
し
、
累
日
し
て
十
五
日
辰
時
に
至
り
て
此
に
至
り
、
十
一
月
十
四
日
に
瑞
安

州
飛
雲
渡
に
移
泊
せ
り
。
拝
見
を
上
位
及お

よ
び与

浙
省
官
に
齎
到
す
」と
。
赤
皮
甲
・

大
刀
・
皮
袋
・
箱
扇
等
の
物
、
随た

だ
ち即

に
起
解
す
。
継
い
で
上
司
の
明
文
を
奉
る

に
、「
旧
例
を
遵
守
し
て
、慶
元
に
前
去
し
、泊
船
愽
易
せ
ん
こ
と
を
仰
す
」
と
。

外
に
倭
僧
平
全
珠
有
り
、
齎
到
随
身
せ
る
度
牒
は
、
彼
の
国
の
治
部
尚
書
の
給

す
る
所
に
係
る
。
称
う
、「
親
ら
廬
山
等
の
処
に
往
き
、馬
祖
の
遺
跡
を
尋
訪
し
、

後
に
常
に
鴈
蕩
・
天
台
の
諸
名
山
に
遊
ば
ん
と
欲
す
」
と
云
う

（
（4
（

。

一
三
一
八
年
に
温
州
路
平
陽
州
に
漂
着
し
た
日
本
の
貿
易
船
の
綱
首
ら
の
言
葉

が
、
通
訳
を
通
じ
て
官
署
（
温
州
路
か
）
に
伝
え
ら
れ
た
。
そ
の
内
容
は
慶
元
（
明

州
が
南
宋
期
に
改
称
）
を
目
指
し
て
日
本
を
出
航
し
た
も
の
の
風
浪
に
よ
り
漂
着
し

た
次
第
と
、「
拝
見
」
を
「
上
位
お
よ
び
浙
省
官
」
に
贈
る
旨
を
述
べ
る
も
の
だ
っ
た
。

「
拝
見
」
は
商
人
が
宮
廷
な
ど
に
送
っ
た
贈
物
の
称
で
、
そ
の
数
目
は
一
般
に
市
舶

司
→
行
泉
府
司
（
本
記
事
の
時
点
で
は
廃
止
）
→
行
省
→
中
書
省
→
皇
帝
の
ル
ー
ト

で
上
奏
さ
れ
た
〔
四
日
市
康
博
二
〇
〇
六
〕。
こ
の
場
合
は
市
舶
司
の
な
い
温
州
に

漂
着
し
た
か
ら
、
市
舶
司
を
通
さ
ず
温
州
路
→
江
浙
行
省
→
中
書
省
→
仁
宗
ア
ユ
ル

バ
ル
ワ
ダ
の
経
路
で
報
告
さ
れ
た
も
の
か
。
日
本
商
人
は
最
高
権
力
者
で
あ
る
「
上

位
」（
皇
帝
）
お
よ
び
現
場
で
の
対
応
に
関
わ
る
「
浙
省
官
」（
江
浙
行
省
の
官
人
）

に
心
づ
け
を
送
り
、
貿
易
を
円
滑
に
行
な
お
う
と
し
た
の
で
あ
る

（
（4
（

。

温
州
路
は
以
上
の
綱
首
ら
の
発
言
を
「
上
司
」（
江
浙
行
省
）
に
伝
え
、
拝
見
と

し
て
赤
皮
甲
・
大
刀
・
皮
袋
・
箱
扇
な
ど
を
発
送
し
た
。
江
浙
行
省
は
こ
れ
を
受
け
て
、

前
例
通
り
に
漂
着
船
を
慶
元
に
移
送
し
て
貿
易
を
行
な
わ
せ
る
よ
う
に
、
温
州
路
に

指
示
し
た
。
非
雅
文
調
の
文
章
で
書
か
れ
た
こ
の
記
事
は
、
温
州
に
保
管
さ
れ
た
行

政
文
書
の
節
略
と
考
え
ら
れ

（
（4
（

、
そ
の
史
料
的
価
値
は
高
い
。
そ
の
こ
と
を
踏
ま
え
た

上
で
注
目
し
た
い
の
は
、乗
員
の
人
数
が
綱
首
ら
に
よ
っ
て
「
本
国
客
商
五
百
餘
人
」

と
申
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
記
事
の
最
後
に
見
え
る
平
全
珠
な
ど
入

元
僧
を
含
む
の
か
否
か
は
判
断
し
が
た
い
が
、
ど
ち
ら
に
し
て
も
非
常
に
多
く
の
人

数
で
あ
る
。
問
題
は
船
数
だ
が
、
本
記
事
に
は
見
覚
・
道
願
と
い
う
二
人
の
綱
首
が

見
え
る
。
こ
れ
は
漂
着
船
が
二
艘
の
船
団
だ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
よ
う

（
（4
（

。
通
訳
が

二
人
い
る
の
は
、
各
船
一
人
ず
つ
通
訳
が
乗
っ
て
い
た
た
め
と
も
考
え
ら
れ
る
。
な

ら
ば
こ
の
船
は
一
艘
平
均
二
五
〇
餘
人
の
客
商
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
は
北
宋
期
の
六
〇
～
八
〇
人
と
比
べ
る
と
、
約
四
倍
の
規
模
で
あ
り
、
か
な

り
隔
絶
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
南
宋
の
慶
元
で
沿
海
制
置
使
を
務
め
て
い

た
呉
潜
は
一
二
五
六
年
、
南
宋
に
は
二
〇
〇
～
三
〇
〇
人
が
乗
る
こ
と
が
で
き
る

船
が
あ
り
、
こ
れ
が
高
麗
に
行
っ
た
場
合
に
拘
留
さ
れ
モ
ン
ゴ
ル
に
引
き
渡
さ
れ
る

こ
と
を
危
惧
し
た
奏
状
を
提
出
し
て
い
る

（
（4
（

。
こ
の
頃
の
宋
麗
貿
易
船
に
二
〇
〇
～

三
〇
〇
人
の
搭
載
能
力
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
同
程
度
の
規
模
の
船
が
六
〇
年
後
の

日
元
貿
易
に
用
い
ら
れ
た
と
し
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

二
五
〇
人
以
上
を
搭
載
で
き
る
外
洋
船
は
、
ど
の
程
度
の
規
模
に
な
る
の
だ
ろ
う

か
。
た
と
え
ば
前
章
で
は
、
寧
波
か
ら
徴
用
し
た
民
間
商
船
で
あ
る
一
七
一
九
年
の

冊
封
琉
球
使
船
二
艘
に
三
六
四
人
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
を
取
り
上
げ
た
。
両
船
の

船
長
・
船
幅
は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
×
八
メ
ー
ト
ル
と
三
六
・
二
メ
ー
ト

ル
×
七
・
七
メ
ー
ト
ル
で
、
日
元
貿
易
船
で
あ
る
新
安
沈
船
の
三
三
・
五
メ
ー
ト
ル
×

一
〇
・
二
メ
ー
ト
ル
よ
り
も
多
少
幅
が
狭
い
形
状
で
あ
る
。
冊
封
使
船
も
新
安
沈
船

も
寧
波
（
慶
元
）
を
航
行
す
る
ジ
ャ
ン
ク
で
あ
り
、
時
代
差
に
よ
る
技
術
の
変
化

は
念
頭
に
置
く
必
要
は
あ
る
が
、
積
載
効
率
に
大
幅
な
変
化
は
な
い
と
想
定
す
る



18

国立歴史民俗博物館研究報告
第 223集　2021年 3月

こ
と
が
許
さ
れ
れ
ば
、
冊
封
使
船
よ
り
も
二
～
三
割
幅
の
広
い
新
安
沈
船
な
ら
ば
、

二
〇
〇
人
近
く
乗
る
こ
と
も
可
能
だ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

二
五
〇
人
以
上
の
乗
員
が
確
認
で
き
る
後
世
の
事
例
と
し
て
は
、
名
古
屋
情
妙
寺

所
蔵
『
茶
屋
新
六
交
趾
渡
航
図
巻
』
に
描
か
れ
る
、
茶
屋
新
六
を
船
長
と
す
る
ホ
イ

ア
ン
入
港
の
一
七
世
紀
前
半
の
朱
印
船
が
あ
る

（
（4
（

。「
人
数
三
百
餘
乗
ル
」「
此
船
、
横

四
間
半
／
長
弐
拾
五
間
ほ
と
」の
注
記
が
あ
り
、船
長
四
五
・
五
メ
ー
ト
ル
×
船
幅
八
・

二
メ
ー
ト
ル
の
船
に
三
〇
〇
人
以
上
が
乗
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る

（
（4
（

。
船
幅
は
新
安

沈
船
よ
り
も
多
少
狭
い
が
、船
長
は
一
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
長
い
大
型
船
で
あ
る
。ジ
ャ

ン
ク
を
利
用
す
る
場
合
、
新
安
沈
船
以
上
・
茶
屋
新
六
船
以
下
の
規
模
の
船
を
用
意

す
れ
ば
、
二
五
〇
人
餘
を
搭
載
す
る
こ
と
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
規
模
と

し
て
は
不
可
解
で
は
な
い
。

一
三
二
四
年
に
は
、
高
麗
西
南
の
霊
光
郡
に
倭
船
が
漂
着
し
た
の
で
こ
れ
を
帰
国

さ
せ
た
と
い
う
記
事
が
『
高
麗
史
』
に
見
え
、
そ
の
乗
員
は
二
二
〇
人
餘
だ
っ
た
と

い
う

（
（4
（

。
今
見
た
一
三
一
八
年
の
事
例
を
参
照
す
れ
ば
、
こ
の
乗
員
数
は
一
艘
の
日
元

貿
易
船
と
し
て
も
理
解
で
き
る
人
数
で
あ
る
。
た
だ
し
船
数
が
不
明
で
あ
る
上
、
日

元
貿
易
船
で
あ
る
確
証
も
な
い
の
で
、
こ
こ
で
は
参
考
に
留
め
て
お
き
た
い
。

た
だ
し
日
元
貿
易
船
に
は
、
な
お
認
め
る
の
に
躊
躇
す
る
乗
員
数
が
記
録
さ
れ

て
い
る
事
例
が
あ
る
。
ク
ビ
ラ
イ
期
に
沿
海
左
副
都
元
帥
・
ダ
ル
ガ
チ
と
し
て
慶

元
に
赴
任
し
防
衛
を
担
当
し
た
将
軍
カ
ラ
ダ
イ
（
哈
剌
䚟
）
の
伝
を
、『
元
史
』
巻

一
三
二
よ
り
掲
げ
る
。

　

�（
至
元
）
十
六
年
（
一
二
七
九
）、
日
本
商
船
四
艘
、
篙
師
二
千
餘
人
、
慶
元
港

口
に
至
る
。
哈カ

ラ
ダ
イ

剌
歹
其
の
他
無
き
を
諜
知
し
て
、
行
省
に
言
え
ば
、
与と

も

に
交
易

し
て
之
を
遣
す

（
（4
（

。

一
二
七
九
年
、
日
本
の
商
船
が
慶
元
に
来
航
し
た
が
、
カ
ラ
ダ
イ
が
別
事
の
な
い

こ
と
を
調
べ
て
江
淮
行
省
に
上
申
し
た
た
め
、
商
船
に
貿
易
を
さ
せ
て
帰
国
さ
せ

た
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
本
商
船
は
四
艘
の
船
団
で
あ
り
、
そ
の
篙
師
は

二
〇
〇
〇
人
以
上
い
た
。
篙
師
は
前
掲
の
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
で
も
、
客
舟
の

航
行
要
員
の
称
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
文
字
通
り
に
は
棹
を
用
い
て
船
を
操
舵

す
る
者
で
、『
高
麗
図
経
』
で
は
水
手
と
併
記
さ
れ
て
い
る
が
、『
元
史
』
の
記
事
で

は
、
航
行
要
員
中
か
ら
操
舵
担
当
の
人
員
だ
け
を
特
に
挙
げ
る
必
然
性
は
な
い
。
航

行
要
員
一
般
を
「
篙
師
」
の
語
で
代
表
さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

こ
の
記
事
を
素
直
に
読
め
ば
、
一
艘
平
均
五
〇
〇
人
を
越
え
る
航
行
要
員
が
い
た

こ
と
に
な
る
が
、
日
中
間
を
往
来
す
る
船
と
し
て
は
前
近
代
を
通
じ
て
類
例
を
見
な

い
規
模
で
あ
り
、
こ
の
数
値
を
た
だ
ち
に
鵜
呑
み
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
も
っ

と
も
南
海
方
面
に
つ
い
て
は
、
五
〇
〇
人
を
越
え
る
規
模
の
中
国
船
が
元
代
に
運
航

し
て
い
た
こ
と
を
伝
え
る
史
料
も
あ
る
。
た
と
え
ば
イ
ブ
ン
＝
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
『
大

旅
行
記
』
に
拠
れ
ば
、
南
イ
ン
ド
の
カ
ー
リ
ク
ー
ト
か
ら
中
国
へ
向
か
う
中
国
船
に

つ
い
て
「（
大
型
中
国
船
ジ
ュ
ヌ
ー
ク
＝
ジ
ャ
ン
ク
の
）
一
艘
に
は
一
〇
〇
〇
人
が

働
き
、
そ
の
う
ち
の
六
〇
〇
人
が
船
員
、
四
〇
〇
人
が
戦
士
た
ち
で
…
」
と
記
さ
れ

て
い
る
〔
家
島
彦
一
訳
注
二
〇
〇
一
：
一
二
八
〕。
ま
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
か
ら
派
遣

さ
れ
た
修
道
士
オ
ド
リ
ク
ス
（
オ
ド
リ
コ
）
は
、
プ
ル
ン
ブ
ム
（
南
イ
ン
ド
の
ク
イ

ロ
ン
に
比
定
）
か
ら
泉
州
に
向
か
う
船
に
商
人
ら
七
〇
〇
人
が
乗
っ
て
い
た
と
述
べ

て
い
る
〔
高
田
英
樹
二
〇
一
三
：
六
一
四
〕。
た
だ
し
こ
れ
ら
の
旅
行
記
は
帰
国
後
に

書
き
取
ら
れ
た
体
験
談
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
話
に
は
史
実
に
符
合
す
る
こ

と
も
少
な
く
な
い
も
の
の
、
こ
と
に
数
値
に
つ
い
て
正
確
性
を
期
待
す
る
の
は
慎

重
で
あ
る
べ
き
で
あ
ろ
う

（
（4
（

。
よ
り
控
え
め
な
数
値
を
挙
げ
る
マ
ル
コ
＝
ポ
ー
ロ
も
含

め
（
（5
（

、
こ
れ
ら
の
数
値
を
実
数
と
見
る
こ
と
は
、
本
稿
で
は
控
え
よ
う
と
思
う
。

『
元
史
』哈
剌
䚟
伝
に
戻
る
と
、一
二
七
九
年
は
ク
ビ
ラ
イ
が
日
本
再
征
を
計
画
し
、

日
本
に
国
信
使
を
派
遣
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
反
応
次
第
で
遠
征
す
る
か
否
か
を

決
め
る
と
い
う
方
針
が
示
さ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
〔
池
内
宏
一
九
三
一
：
一
八
八
～

一
九
六
〕。
日
本
商
船
来
航
と
国
信
使
派
遣
の
前
後
関
係
は
不
明
だ
が
、
元
が
日
本

の
動
向
に
対
し
て
敏
感
に
な
っ
て
い
た
時
期
だ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
緊
迫
し
た
情
勢
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下
に
、
日
本
側
が
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
特
に
大
規
模
な
貿
易
船
を
派
遣
し
た
の

か
、
商
人
側
が
自
ら
の
人
数
を
過
大
申
告
し
た
の
か
、
警
戒
し
た
カ
ラ
ダ
イ
が
過
大

な
推
定
値
を
報
告
し
た
の
か
、
様
々
な
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
ろ

四
艘
二
〇
〇
〇
人
と
い
う
数
字
は
、
仮
に
事
実
だ
と
し
て
も
特
殊
例
で
あ
り
、
一
般

化
は
で
き
な
い
と
考
え
る
。

以
上
で
取
り
上
げ
た
の
は
、
乗
員
数
の
多
い
船
の
事
例
だ
が
、
一
方
で
元
代
に
も

北
宋
期
以
下
の
規
模
の
船
が
運
航
し
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
一
三
三
五
年
に
慶
元

に
来
航
し
た
と
考
え
ら
れ
る
日
元
貿
易
船
は
、
慶
元
の
防
衛
を
担
当
し
て
い
た
蘄
県

翼
上
万
戸
府
ダ
ル
ガ
チ
の
オ
ル
ジ
ェ
イ
ト
に
よ
っ
て
貿
易
を
認
め
ら
れ
ず
帰
国
さ
せ

ら
れ
た
が
、
そ
の
人
数
は
「
倭
奴
四
十
餘
人
」
と
言
わ
れ
て
い
る

（
（5
（

。
こ
の
乗
員
数
は

少
な
す
ぎ
る
よ
う
に
も
感
じ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
船
も
運
航
し
て
い
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

❹
日
元
貿
易
船
乗
員
数
の
参
考
情
報

乗
員
数
は
確
定
で
き
な
い
も
の
の
、
推
測
の
余
地
が
あ
る
史
料
と
し
て
、
一
三
二
六

年
に
元
か
ら
帰
国
す
る
途
上
で
済
州
島
に
漂
着
し
島
民
に
殺
さ
れ
た
遠
上
人
を
悼
み

日
本
で
書
か
れ
た
文
が
あ
る
。

　

�

嘉
暦
元
年
（
一
三
二
六
）
元
に
渡
り
て
来
朝
す
る
の
商
舶
、
耽
羅
の
灘
上
の
横

波
の
石
に
碍さ

ま
たげ

ら
る
る
を
以
て
、
柴
焼
無
く
水
飲
無
き
の
患
有
り
。
こ
こ
に
相

州
亀
峯
（
鎌
倉
寿
福
寺
）
の
遠
上
人
、其
の
衆
七
十
士
を
高
麗
の
原
上
に
率
い
、

以
て
樵
し
以
て
汲
め
り
。
彼
の
島
居
の
卉
服
の
仇
、
濫
り
に
誤
疑
し
混
戦
し
て

害
を
為
せ
り
。
遠
も
ま
た
弩
に
中あ

た

り
て
死
す
る
な
り
。
麗
の
県
令
、
事
を
以
て

大
元
皇
帝
に
聞
す
る
に
、
帝
詔
し
て
舟
檝
を
理お

さ

め
し
め
、
実
に
宿
舂
の
糧
を
以

て
之
を
送
れ
ば
、
士
五
千
餘
輩
、
再
び
帰
る
を
得
る
か

（
（5
（

。

遠
上
人
が
薪
水
確
保
の
た
め
に
「
七
十
士
」
を
率
い
て
上
陸
し
た
と
こ
ろ
、
島
民
に

襲
わ
れ
殺
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
が
済
州
の
県
令（
済
州
牧
使
か
）か
ら
元
の
皇
帝（
泰

定
帝
イ
ス
ン
＝
テ
ム
ル
）
に
伝
え
ら
れ
た
結
果
、
船
の
修
理
と
食
糧
の
支
給
が
行

な
わ
れ
、「
士
五
千
餘
輩
」
は
日
本
に
帰
国
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
帰

国
人
数
は
あ
ま
り
に
も
多
く
、「
五
千
」
は
「
五
十
」
の
誤
と
考
え
て
お
く
。
情
報

が
断
片
的
だ
が
、
上
陸
し
た
七
〇
人
（
概
数
だ
ろ
う
）
の
内
、
戦
死
し
た
の
は
遠
上

人
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
時
に
生
還
し
た
人
員
と
船
に
残
っ
た
人
員
が
併
せ
て

五
〇
餘
人
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ら
ば
こ
の
船
に
は
七
〇
人
程
度
（
全
乗
員
が

上
陸
し
二
〇
人
程
度
が
戦
死
し
た
場
合
）
か
ら
一
二
〇
人
餘
（
上
陸
者
の
全
員
が
戦

死
し
た
場
合
）
の
乗
員
が
い
た
こ
と
に
な
る
。
病
死
者
な
ど
が
い
た
と
し
て
も
、
乗

員
数
は
最
大
で
一
三
〇
人
程
度
だ
ろ
う
。
な
ら
ば
こ
の
船
の
乗
員
数
は
、
北
宋
期
の

日
宋
貿
易
船
と
同
じ
く
ら
い
か
ら
そ
の
倍
程
度
の
人
数
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

乗
員
数
を
考
え
る
た
め
の
間
接
的
な
情
報
と
し
て
、入
元
僧
の
渡
航
規
模
も
あ
る
。

特
に
元
末
に
な
る
と
、
船
に
乗
る
僧
侶
の
人
数
を
明
記
す
る
事
例
が
い
く
つ
か
現
れ

る
。
た
と
え
ば
南
海
宝
洲
は
一
三
四
〇
年
代
前
半
に
「
同
志
十
餘
輩
」
と
と
も
に
入

元
し
た

（
（5
（

。
太
初
啓
原
は
一
三
五
一
年
に
宗
猷
ら
一
八
人
と
と
も
に（
合
計
一
九
人
で
）

入
元
し
た

（
（5
（

。
大
拙
祖
能
は
一
三
四
四
年
に
「
同
志
輩
数
十
人
」
と
と
も
に
入
元
し
、

一
三
五
八
年
に
「
数
十
人
」
と
と
も
に
帰
国
し
た

（
（5
（

。
も
っ
と
も
太
初
の
事
例
を
除

き
、
こ
れ
ら
の
人
数
は
具
体
性
が
弱
く
、
特
に
「
数
十
人
」
な
ど
は
修
辞
的
表
現
に

過
ぎ
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
信
憑
性
の
あ
る
逸
話
と
し
て
、
入
元
僧
中
巌
円
月

が
一
三
二
五
年
に
嘉
興
本
覚
寺
の
霊
石
如
芝
に
参
じ
た
時
、
今
年
日
本
か
ら
何
人
の

者
が
両
浙
に
来
た
か
と
質
問
さ
れ
、
二
〇
餘
人
と
答
え
た
と
い
う
も
の
が
あ
る

（
（5
（

。
中

巌
は
こ
の
年
に
入
元
し
た
の
で

（
（5
（

、
こ
の
よ
う
な
質
問
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。
た
だ
し

一
年
の
間
に
来
航
し
た
す
べ
て
の
船
の
便
乗
者
を
中
巌
が
把
握
し
て
い
る
は
ず
が
な

い
。
中
巌
が
答
え
た
の
は
お
そ
ら
く
同
船
か
同
船
団
の
入
元
僧
の
数
で
あ
ろ
う
。
中

巌
入
元
の
船
は
鎌
倉
幕
府
が
派
遣
し
た
建
長
寺
船
と
考
え
ら
れ
て
お
り
〔
榎
本
渉

二
〇
一
四
ｂ
〕、
そ
こ
に
乗
っ
て
い
た
の
が
二
〇
数
人
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
た
だ
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し
建
長
寺
船
は
二
艘
編
成
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
り

（
（5
（

、
ま
た
元
末
の
諸
事
例
も
一
艘
の

人
数
と
は
限
ら
な
い
。

ま
た
龍
山
徳
見
は
、
一
三
五
〇
年
に
平
江
（
蘇
州
）
の
太
倉
か
ら
一
一
人
乗
り
の

小
舟
を
一
艘
雇
っ
て
、
同
志
一
七
人
と
と
も
に
帰
国
し
た
。
こ
の
事
例
で
は
一
艘
に

便
乗
し
た
こ
と
が
明
確
に
分
か
る
が
、
こ
れ
は
日
本
行
き
の
便
が
来
な
か
っ
た
こ
と

に
よ
る
非
常
手
段
だ
っ
た
。
航
路
も
外
洋
を
通
ら
ず
、
中
国
沿
岸
を
北
上
し
て
高
麗

沿
岸
を
南
下
し
、対
馬
・
壱
岐
経
由
で
帰
国
す
る
と
い
う
変
則
的
な
も
の
で
あ
る
〔
榎

本
渉
二
〇
〇
七
第
二
部
第
二
章
〕。
船
の
航
行
要
員
が
少
な
い
の
も
沿
岸
航
行
に
用
い

る
小
型
船
だ
っ
た
た
め
で
あ
り
、
日
元
貿
易
船
一
般
の
事
例
と
し
て
扱
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
そ
も
そ
も
龍
山
ら
は
慶
元
で
貿
易
船
に
乗
っ
て
帰
国
す
る
つ
も
り
だ
っ
た

が
、
一
三
四
八
年
に
勃
発
し
た
方
国
珍
の
乱
の
影
響
で
船
便
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
可

能
性
が
高
い
〔
榎
本
渉
二
〇
一
〇
：
一
九
九
～
二
〇
二
〕。
通
常
通
り
慶
元
か
ら
貿
易

船
で
帰
国
し
た
場
合
、
全
員
が
一
艘
に
同
乗
し
た
か
は
不
明
で
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
中
で
一
般
的
な
航
路
を
用
い
た
日
元
貿
易
船
の
船
数
と
入
元
僧
の
人

数
が
判
明
す
る
貴
重
な
事
例
が
、
一
三
四
二
年
派
遣
の
天
龍
寺
船
で
あ
る
。
春
屋
妙

葩
が
天
龍
寺
創
建
の
次
第
を
記
し
た
『
天
龍
寺
造
営
記
録
』
所
収
の
文
書
に
拠
れ
ば
、

一
三
四
一
年
、「
宋
船
二
艘
」
を
翌
年
秋
に
渡
航
さ
せ
る
こ
と
が
決
ま
り
、
そ
の
綱

司
（
船
長
）
を
推
薦
す
る
よ
う
に
、
足
利
直
義
か
ら
天
龍
寺
住
持
の
夢
窓
疎
石
に
命

じ
ら
れ
た
。
だ
が
翌
年
秋
に
派
遣
す
る
船
は
、
ま
ず
は
一
艘
と
す
る
こ
と
に
な
っ
た

よ
う
で
、
夢
窓
は
一
艘
の
綱
司
の
み
推
挙
し
て
い
る

（
（5
（

。

こ
の
船
で
入
元
し
た
と
考
え
ら
れ
る
僧
に
愚
中
周
及
が
い
る
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
：

一
五
〇
～
一
五
三
〕。
愚
中
の
法
嗣
一
笑
禅
慶
の
手
に
成
る
年
譜
に
拠
れ
ば

（
（6
（

、
天
龍
寺

船
は
貿
易
が
認
め
ら
れ
た
後
も
僧
侶
の
上
陸
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
同
じ
一
笑
の

記
し
た
年
譜
の
注
釈
書
『
愚
中
周
及
年
譜
抄
』
の
巻
上
、
直
過
明
州
条
は
、
こ
の
時

の
以
下
の
如
き
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
載
せ
る
。

　

�

本
朝
よ
り
同
舩
し
求
法
を
称
す
る
僧
六
十
餘
人
、
唯
だ
師
の
同
行
十
一
人
、
明

州
に
過
ぐ
る
を
得
る
の
み
な
り
。
其
の
故
は
、
大
鑑
（
清
拙
正
澄
）
の
徒
弟

十
七
人
、
師
と
同
に
謀
り
て
、
別
舟
に
乗
り
、
将
に
岸
に
近
づ
か
ん
と
す
る
も
、

忽
ち
厳
兵
の
捉
う
る
所
と
為
れ
ば
、
鐘
氏
大
い
に
嗔い

か

り
、
一
時
に
之
を
殺
す
。

其
の
餘
の
舩
中
に
在
る
者
、
之
を
聞
き
て
皆
な
本
朝
に
還
帰
す
る
な
り

（
（6
（

。

天
龍
寺
船
に
乗
っ
た
僧
侶
は
六
〇
人
以
上
い
た
が
、
そ
の
内
で
愚
中
ら
一
一
人
と
清

拙
正
澄
の
徒
弟
一
七
人
は
別
船
を
仕
立
て
て
慶
元
に
密
入
国
を
図
っ
た
。
し
か
し
後

者
は
鐘
氏
（
年
譜
は
「
鐘
万
戸
」
と
記
し
、
海
上
防
衛
に
当
た
る
）
に
見
つ
か
り
処

刑
さ
れ
た
た
め
、
船
中
に
い
た
他
の
僧
は
上
陸
せ
ず
帰
国
し
た
と
い
う
。
六
〇
餘
人

中
で
一
一
人
が
上
陸
成
功
、
一
七
人
が
処
刑
、
三
○
数
人
が
帰
国
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
具
体
的
な
人
数
は
、
愚
中
が
生
前
に
記
録
し
て
い
た
か
語
っ
た
こ
と
に
基
づ
く

の
だ
ろ
う
。
天
龍
寺
船
で
入
元
を
試
み
た
僧
が
大
勢
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
、

当
時
日
本
に
い
た
唯
一
の
渡
来
僧
住
持
で
あ
る
竺
仙
梵
僊
は
、
一
三
四
二
年
秋
に
出

航
す
る
船
（
天
龍
寺
船
）
で
入
元
す
る
僧
侶
二
六
人
に
偈
頌
を
送
っ
て
い
る

（
（6
（

。

こ
の
便
乗
人
数
は
、
当
時
に
あ
っ
て
も
か
な
り
大
規
模
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

一
つ
に
は
室
町
幕
府
が
関
与
し
た
船
だ
っ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
も
う
一
つ
の
事
情
と

し
て
、
一
三
三
五
年
以
来
こ
の
船
の
派
遣
ま
で
七
年
間
日
元
貿
易
が
途
絶
え
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
元
で
一
三
三
五
年
か
ら
丞
相
バ
ヤ
ン
が
急
進
的
改
革
を
始
め
た
こ
と

と
、
同
じ
頃
に
日
元
貿
易
船
の
略
奪
行
動
が
問
題
に
な
っ
た
こ
と
が
重
な
り
、
日
本

船
の
来
航
が
禁
止
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
第
二
部
第
一
章
〕。
バ
ヤ

ン
が
一
三
四
〇
年
に
失
脚
し
た
こ
と
も
あ
り
、
こ
の
措
置
は
天
龍
寺
船
の
来
航
を
契

機
と
し
て
一
三
四
三
年
に
解
除
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ま
で
僧
侶
た
ち
に
入
元
の
機
会
は

な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
入
元
の
機
会
を
待
つ
僧
侶
た
ち
が
天
龍
寺
船
の
派
遣
に
着
目

し
た
の
だ
ろ
う
。

天
龍
寺
船
は
こ
う
し
て
殺
到
し
た
僧
侶
た
ち
を
六
〇
人
以
上
受
け
入
れ
る
こ
と
が

で
き
る
船
だ
っ
た
。
天
龍
寺
船
の
航
行
要
員
を
、
北
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
と
同
程
度

の
六
〇
～
八
〇
人
と
見
積
も
っ
て
も
、
乗
員
は
百
数
十
人
規
模
に
達
す
る
こ
と
に
な
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る
し
、
大
規
模
な
船
が
用
意
さ
れ
た
の
な
ら
ば
航
行
要
員
は
も
っ
と
多
か
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
さ
ら
に
次
章
で
見
る
商
人
の
便
乗
者
も
い
た
だ
ろ
う
。
愚
中
の
年
譜
に

は
、
天
龍
寺
船
の
上
陸
が
認
め
ら
れ
ず
船
中
の
水
が
尽
き
た
時
、
愚
中
ら
が
円
通
懺

摩
法
を
修
し
て
雨
を
降
ら
せ
た
こ
と
で
、「
船
中
数
百
人
」
の
命
が
救
わ
れ
た
逸
話

が
見
え
、
数
百
人
の
乗
員
が
い
た
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
が
、
実
際
に
二
〇
〇
人
以

上
の
乗
員
が
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
取
り
上
げ
た
い
の
が
、
蒙
古
襲
来
の
軍
船
で
あ
る
。
特
に
弘
安
の
役
（
一

二
八
一
）
に
お
け
る
江
南
軍
は
慶
元
か
ら
日
本
へ
攻
め
込
ん
だ
も
の
で
、
慶
元
―

博
多
航
路
を
採
っ
た
日
元
貿
易
船
の
規
模
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
可
能
性
が
あ

る
。
し
か
し
事
は
そ
う
単
純
で
は
な
い
。

江
南
軍
の
船
数
は
三
五
〇
〇
艘
・
十
餘
万
人
、
ま
た
は
十
万
人
と
さ
れ
〔
池
内
宏

一
九
三
一
：
二
七
四
〕、
十
万
人
を
船
数
で
割
れ
ば
一
艘
平
均
二
九
人
と
な
る
。
た
だ

し
高
麗
で
造
船
さ
れ
た
も
の
だ
が
、九
〇
〇
艘
と
称
さ
れ
た
文
永
の
役
（
一
二
七
四
）

の
軍
船
の
内
訳
は
、
輸
送
船
に
当
た
る
大
型
の
「
千
料
船
」、
戦
闘
の
中
心
と
な
る

「
抜
都
魯
軽
疾
舟
」、
補
助
的
に
用
い
る
「
汲
水
小
舟
」
が
各
三
〇
〇
艘
だ
っ
た
。
江

南
軍
三
五
〇
〇
艘
も
同
様
に
大
型
船
・
軽
疾
舟
・
小
舟
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
だ
ろ

う
。
小
舟
は
平
常
時
に
は
大
型
船
に
搭
載
さ
れ
て
運
ば
れ
た
だ
ろ
う
し
、
軽
疾
舟
の

乗
員
数
は
大
型
船
よ
り
も
少
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
〔
中
島
楽
章
二
〇
一
三
〕。
よ
っ

て
単
純
に
兵
数
を
船
数
で
割
る
こ
と
に
意
味
は
な
い
。

ま
た
大
型
船
も
均
一
で
は
な
く
、
様
々
な
タ
イ
プ
の
船
が
混
在
し
た
。
す
な
わ
ち

江
南
軍
の
船
に
は
、
ク
ビ
ラ
イ
が
江
淮
・
湖
広
・
江
西
・
福
建
の
各
行
省
に
造
営
さ

せ
た
も
の
も
あ
っ
た
が
（
湖
広
行
省
の
造
船
は
後
に
中
止
）、
大
部
分
は
南
宋
水
軍
か

ら
接
収
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
内
河
用
の
平
底
船
を
改
修
し
た
も
の
も
含

ま
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
中
島
楽
章
二
〇
一
三
〕。
一
口
に
大
型
船
と
言
っ
て
も
、

旧
南
宋
水
軍
中
の
内
河
船
・
海
船
と
新
造
の
海
船
の
三
者
は
弁
別
す
る
必
要
が
あ
る
。

軍
船
中
の
大
型
船
に
当
た
る
千
料
船
に
つ
い
て
、
中
島
楽
章
が
紹
介
し
た
南
宋
水

軍
の
史
料
を
見
る
に
、内
河
用
の
千
料
船
は
船
長
一
〇
丈
（
三
〇
・
七
メ
ー
ト
ル
）
で
、

既
述
の
新
安
沈
船
や
泉
州
沈
船
に
近
い
が
、
船
幅
は
八
尺
五
寸
（
二
・
六
メ
ー
ト
ル
）

で
、
船
長
と
の
比
を
取
る
と
八
・
五
％
に
な
る
。
こ
れ
は
泉
州
沈
船
（
三
二
％
）
や

新
安
沈
船
（
三
〇
％
）
と
比
べ
て
非
常
に
細
長
い
形
状
で
あ
る
。
水
軍
中
の
海
船
も
、

江
浙
で
用
い
ら
れ
た
も
の
は
船
長
五
丈
・
甲
板
幅
一
丈
二
尺
で
、
幅
の
船
長
に
対
す

る
比
（
二
四
％
）
は
内
河
船
よ
り
大
き
い
も
の
の
、
泉
州
沈
船
・
新
安
沈
船
と
比
べ

る
と
ま
だ
細
長
い
（『
高
麗
図
経
』
の
客
舟
と
同
程
度
）。
こ
の
た
め
慶
元
よ
り
も
水

深
が
深
く
波
が
強
い
福
建
で
は
、よ
り
幅
広
の
船
を
用
い
る
こ
と
が
提
言
さ
れ
た〔
中

島
二
〇
一
三
：
一
〇
二
～
一
〇
四
〕。

機
動
性
が
重
視
さ
れ
る
軍
船
で
は
細
長
い
形
状
が
選
ば
れ
、
特
に
波
の
弱
い
内
河

で
は
そ
の
傾
向
が
強
く
、
海
船
で
も
沿
岸
防
備
を
念
頭
に
置
く
船
に
つ
い
て
は
比
較

的
細
長
い
形
状
が
選
ば
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。
南
宋
か
ら
接
収
し
た
軍
船
に
は
、
こ

の
よ
う
な
船
も
含
ま
れ
た
は
ず
で
あ
る
。
特
に
内
河
船
の
搭
載
規
模
は
外
洋
貿
易
船

と
は
か
な
り
異
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
蒙
古
襲
来
の
軍
船
を
日
元
貿

易
船
の
参
考
に
す
る
た
め
に
は
多
く
の
確
認
す
べ
き
条
件
が
あ
り
、
現
状
で
そ
れ
を

解
決
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

❺
乗
員
数
増
大
の
背
景

日
宋
貿
易
船
の
乗
員
数
は
、
北
宋
期
に
は
六
〇
～
八
〇
人
程
度
だ
っ
た
が
、
南
宋

期
に
は
増
加
の
形
跡
が
見
え
、
宋
末
か
ら
元
代
に
は
百
数
十
人
か
ら
二
五
〇
人
以
上

に
及
ぶ
こ
と
も
あ
っ
た
。
日
中
の
経
済
・
技
術
の
発
展
に
伴
い
船
が
大
型
化
し
た
た

め
に
航
行
要
員
が
増
加
し
た
と
い
う
一
般
的
な
説
明
も
可
能
だ
ろ
う
し
、
実
際
に
そ

の
よ
う
な
側
面
も
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
が
航
行
用
の
必
要
人
員
数
が
四
倍
に
も

な
る
こ
と
は
考
え
が
た
い
。
時
に
数
十
人
に
も
及
ん
だ
入
元
僧
の
乗
船
規
模
を
見
る

に
、
日
本
人
便
乗
者
の
増
加
と
い
う
事
態
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。

私
は
乗
員
数
増
加
の
背
景
と
し
て
、
大
宰
府
に
よ
る
公
的
貿
易
管
理
の
終
焉
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
十
世
紀
以
来
の
日
本
で
は
、
貿
易
船
が
九
州
に
来
着
す
る
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と
、
大
宰
府
が
使
者
を
派
遣
し
て
存
問
を
行
な
い
博
多
湾
に
回
航
さ
せ
、
朝
廷
の
安

置
の
決
定
を
待
っ
て
官
貿
易
を
行
な
う
と
い
う
体
制
が
採
ら
れ
た
が
、
一
二
世
紀
前

半
を
以
て
こ
の
体
制
は
史
料
上
で
確
認
で
き
な
く
な
る〔
渡
邊
誠
二
〇
一
二
第
八
章
〕。

そ
の
後
平
家
は
大
宰
府
を
拠
点
に
、
管
内
諸
国
の
武
士
の
家
人
化
や
荘
園
の
集
積
を

通
じ
て
、
権
門
と
し
て
九
州
の
掌
握
を
目
指
し
た
が
、
一
一
八
五
年
に
は
平
家
が
滅

亡
す
る
。
こ
れ
以
後
僧
侶
の
入
宋
が
、
中
央
と
の
関
係
が
あ
る
者
に
限
ら
ず
多
く
出

現
す
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
見
る
と
、
海
外
へ
の
人
の
流
れ
に
対
す
る
規
制
は
、
こ

の
時
点
で
最
終
的
に
機
能
し
な
く
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
〔
榎
本
渉
二
〇
一
四
ａ
〕。

こ
れ
以
前
、
朝
廷
は
勅
許
を
受
け
た
入
宋
僧
を
除
き
、
日
本
人
が
貿
易
船
に
乗
っ

て
海
外
渡
航
す
る
こ
と
を
禁
じ
て
い
た
〔
森
克
己
二
〇
〇
八
：
八
五
～
八
六
〕。
ま
た

第
一
章
で
見
た
一
一
〇
五
年
の
公
憑
の
事
例
を
見
る
に
、
日
宋
貿
易
船
の
乗
員
は
航

行
要
員
の
み
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
仮
に
市
舶
司
が
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
宋
人
便

乗
者
が
い
た
と
し
て
も
少
人
数
だ
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
要
す
る
に
北
宋
期
の
日
宋
貿

易
船
は
、
ほ
ぼ
航
行
要
員
の
み
と
い
う
最
小
限
の
人
員
で
運
航
し
て
い
た
。

だ
が
一
二
世
紀
末
に
は
日
本
人
の
渡
航
制
限
が
な
く
な
っ
た
。
こ
の
頃
の
日
本
側

史
料
に
現
れ
る
海
商
の
名
は
す
べ
て
宋
人
と
し
て
理
解
で
き
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
第

一
部
第
二
章
〕、
船
長
（
綱
首
）
や
特
殊
な
知
識
を
必
要
と
す
る
航
海
長
な
ど
の
幹

部
層
は
宋
人
が
務
め
た
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
水
手
・
兵
士
な
ど
他
の
航
行
要
員
と
し

て
な
ら
ば
、
日
本
人
が
入
り
込
む
餘
地
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
来
日
宋
人
の
人
数
も
、

日
本
滞
在
中
に
事
故
な
ど
何
ら
か
の
事
情
で
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
り
、
そ
の
場
合

は
現
地
人
で
補
充
す
る
と
い
う
選
択
肢
が
採
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

さ
ら
に
日
本
人
商
人
の
便
乗
も
想
定
で
き
る
。
た
と
え
ば
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻

一
四
―
六
、
珠
の
価
無
量
事
に
は
、「
た
う
し
せ
う
ず
」
と
い
う
僧
侶
が
真
珠
を
手

に
入
れ
て
入
宋
し
、
唐
綾
を
手
に
入
れ
た
説
話
が
見
え
る
。
こ
れ
は
入
宋
僧
で
は

あ
る
が
、
実
質
的
に
は
法
体
の
商
人
と
い
う
べ
き
も
の
だ
ろ
う
。
一
三
二
三
年
の
新

安
沈
船
の
荷
札
木
簡
も
注
目
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
派
遣
主
の
東
福
寺
の
名
義
（
四
一

枚
）
や
船
長
の
綱
司
名
義
（
一
一
〇
枚
）
の
他
に
も
、
多
く
の
名
義
が
確
認
さ
れ

る
。
そ
の
中
に
は
筑
前
国
筥
崎
宮
社
僧
と
見
ら
れ
る
「
教
仙
」
や
承
天
寺
釣
寂
庵
僧

の
「
秀
恵
」
の
他
〔
中
村
翼
二
〇
一
三
：
一
〇
三
〕、「
秀
忍
」「
随
忍
」「
道
阿
弥
」

な
ど
の
法
名
や
、「
八
郎
」
な
ど
の
俗
名
を
記
す
も
の
が
あ
る
。
特
に
「
松
菊
得
」

「
菊
一
」「
本
と
う
二
郎
」「
い
や
二
郎
」「
衛
門
次
郎
」
な
ど
は
日
本
人
の
名
乗
り
だ

ろ
う
。
こ
れ
ら
雑
多
な
名
義
の
木
簡
は
、
一
人
当
た
り
の
枚
数
は
さ
ほ
ど
多
く
な
い

が
、
す
べ
て
を
合
わ
せ
る
と
一
二
五
枚
に
及
び
、
東
福
寺
・
綱
司
名
義
の
木
簡
よ
り

も
多
い
。
こ
れ
ら
の
名
義
人
に
は
陸
上
の
出
資
者
も
い
る
だ
ろ
う
が
、
便
乗
者
も
含

ま
れ
て
い
た
だ
ろ
う

（
（6
（

。
宋
末
元
初
成
立
の
周
密
『
癸
辛
雑
識
』
続
集
下
、
倭
人
居
処

に
、
娼
婦
と
遊
ぶ
際
の
奇
妙
な
習
俗
を
描
か
れ
て
い
る
倭
人
は
、
そ
う
し
た
人
々

だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
上
記
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
で
も
、
た
う
し
せ
う
ず
が
宋
に
到

着
し
て
か
ら
真
珠
を
売
り
に
行
く
途
上
で
こ
れ
を
道
に
落
と
し
、
失
意
の
中
で
遊
女

と
遊
ぶ
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
日
本
人
の
貿
易
船
へ
の
便
乗
は
、
大
宰
府
の
管
理

が
生
き
て
い
た
北
宋
期
に
は
、
せ
い
ぜ
い
小
規
模
な
密
航
程
度
だ
っ
た
は
ず
だ
が
、

南
宋
・
元
代
に
な
れ
ば
公
然
と
行
な
う
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
の
現
象

が
、
日
元
貿
易
船
の
大
規
模
な
乗
員
数
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

一
方
で
船
体
の
大
型
化
に
つ
い
て
は
、
ま
っ
た
く
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
乗

員
数
の
増
加
に
対
応
す
る
ほ
ど
の
変
化
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
疑
わ
し
い
。
七
〇
～

八
〇
人
を
乗
せ
た
『
高
麗
図
経
』
の
客
舟
と
比
較
す
る
に
、
新
安
沈
船
の
船
体
は
こ

れ
よ
り
も
多
少
幅
が
広
い
も
の
の
、
そ
れ
ほ
ど
隔
絶
し
た
搭
載
能
力
の
差
が
あ
る
よ
う

に
は
思
わ
れ
な
い
。
も
ち
ろ
ん
日
元
貿
易
船
の
中
に
も
規
模
の
差
は
あ
り
、
二
五
〇
人

乗
り
の
日
元
貿
易
船
は
新
安
沈
船
よ
り
も
大
型
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
れ
で

も
客
舟
の
三
〜
四
倍
の
搭
載
能
力
を
持
つ
船
だ
っ
た
と
考
え
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
そ

も
そ
も
『
高
麗
図
経
』
の
客
舟
も
、
搭
乗
可
能
人
数
は
乗
員
数
で
あ
る
七
〇
～
八
〇

人
よ
り
も
多
か
っ
た
が
、
積
荷
量
を
確
保
す
る
た
め
に
乗
員
数
を
抑
え
て
い
た
側
面
も

あ
っ
た
と
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
第
一
章
で
述
べ
た
。
な
ら
ば
日
元
貿
易
船
に
お
け
る
乗

員
数
の
増
加
の
原
因
は
、
船
体
の
大
型
化
だ
け
に
帰
す
る
べ
き
で
は
な
く
、
船
内
空
間

の
活
用
方
法
の
変
化
か
ら
も
考
え
た
方
が
良
い
。
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北
宋
期
の
日
宋
貿
易
船
の
乗
員
は
、
ほ
と
ん
ど
が
航
行
要
員
だ
っ
た
（
航
行
要
員

以
外
を
乗
せ
る
メ
リ
ッ
ト
も
な
か
っ
た
）。
搭
乗
可
能
人
数
と
乗
員
数
の
差
が
大
き

い
ほ
ど
積
荷
の
積
載
空
間
は
増
え
、
商
業
的
利
益
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ

れ
に
対
し
て
南
宋
・
元
代
に
は
、
多
く
の
日
本
人
の
商
人
・
僧
侶
が
乗
船
を
希
望
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
入
れ
て
海
商
自
身
の
積
荷
を
減
ら
す
こ
と
は
、
貿

易
活
動
か
ら
直
接
得
ら
れ
る
利
益
の
減
少
に
も
つ
な
が
る
。
海
商
が
こ
れ
を
受
け
入

れ
る
動
機
と
し
て
は
、
便
乗
者
か
ら
の
費
用
徴
収
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う

（
（6
（

。
海
商
側

と
し
て
も
運
賃
・
荷
駄
賃
の
形
で
先
に
収
益
を
確
保
し
て
お
く
こ
と
は
、
貿
易
不
調

の
場
合
の
リ
ス
ク
ヘ
ッ
ジ
に
も
な
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
つ
ま
り
便
乗
者
の
受
入
自
体

に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
便
乗
者
の
恒
常
的
な
受
入
を
前
提

と
し
て
、
船
体
が
大
型
化
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
だ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
に
推
測
し
た
場
合
、
南
宋
期
以
後
の
日
宋
・
日
元
貿
易
船
の
乗
員
数

の
内
、
北
宋
期
よ
り
も
増
え
た
分
は
、
だ
い
た
い
日
本
人
の
商
人
や
僧
侶
の
便
乗
者

が
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
鎌
倉
・
南
北
朝
期
の
貿
易
に
お
け
る
日

本
人
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
で
も
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
大
宰

府
の
貿
易
管
理
が
な
く
な
っ
た
こ
と
に
よ
る
貿
易
関
与
者
層
の
拡
大
と
文
化
交
流
の

活
性
化
を
示
す
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

私
は
か
つ
て
、
一
二
世
紀
後
半
以
後
に
中
国
史
料
に
「
日
本
商
人
」
と
し
て
現
れ

た
海
商
も
、必
ず
し
も
民
族
的
帰
属
が
日
本
人
で
あ
る
商
人
を
示
す
も
の
で
は
な
く
、

日
本
か
ら
派
遣
さ
れ
た
商
人
を
意
味
し
て
お
り
、
そ
れ
は
博
多
に
拠
点
を
持
つ
宋
海

商（
博
多
綱
首
）だ
っ
た
と
考
え
た
こ
と
が
あ
る〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
第
一
部
第
二
章
〕。

要
す
る
に
文
献
上
の
「
日
本
商
人
」
出
現
を
宋
海
商
か
ら
日
本
人
海
商
へ
の
勢
力
交

替
に
結
び
付
け
る
従
来
の
図
式
を
否
定
し
た
の
だ
が
、
同
時
に
貿
易
船
に
便
乗
し
た

日
本
人
渡
航
者
の
重
要
性
も
指
摘
し
て
お
り
、
勢
力
交
替
と
は
別
の
形
で
の
、
日
本

人
に
よ
る
積
極
的
な
対
外
交
流
を
主
張
し
た
。
こ
の
こ
と
は
本
稿
で
指
摘
し
た
貿
易

船
の
乗
員
数
を
考
慮
す
れ
ば
、
さ
ら
に
強
調
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
し
て
お
そ
ら

く
次
代
の
遣
明
船
で
は
、
こ
の
便
乗
者
の
枠
に
官
員
・
客
商
や
送
還
さ
れ
る
被
虜
人

が
入
っ
て
い
く
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、
北
宋
か
ら
元
代
に
か
け
て
、
日
中
間
を
行
き
来
し
た
貿
易
船
に
乗
っ
て
い

た
人
数
の
推
計
を
行
な
っ
て
き
た
。
断
片
的
な
情
報
か
ら
の
推
測
が
多
い
不
確
か
な

論
考
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
も
の
の
、
日
宋
・
日
元
貿
易
船
の
情
報
が
極
め

て
乏
し
い
現
状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
あ
え
て
試
み
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

改
め
て
論
旨
を
整
理
す
る
と
、
日
中
貿
易
船
の
乗
員
数
は
、
北
宋
期
に
は
六
〇
～

八
〇
人
だ
っ
た
が
、
南
宋
末
・
元
代
に
な
る
と
便
乗
者
を
含
め
て
百
数
十
人
か
ら

二
五
〇
人
以
上
に
も
達
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
宋
末
・
元
代
に
は
航
行
要
員
以
外
の

便
乗
者
の
増
加
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
、
入
宋
・
入
元
僧
の
他
に
貿
易
船
に
便
乗
す
る

商
人
の
出
現
が
想
定
さ
れ
る
。
そ
の
契
機
は
大
宰
府
に
よ
る
貿
易
管
理
お
よ
び
、
そ

れ
と
表
裏
の
関
係
に
あ
る
日
本
人
の
渡
航
の
管
理
の
消
滅
だ
っ
た
。

日
中
貿
易
船
の
乗
員
数
増
加
に
船
体
の
大
型
化
も
伴
っ
て
い
た
の
か
は
よ
く
分
か

ら
な
い
。
少
な
く
と
も
そ
れ
を
明
示
す
る
史
料
は
な
い
。
な
ら
ば
乗
員
数
の
増
加
を
、

単
純
に
造
船
技
術
・
航
海
技
術
の
発
展
に
付
随
し
た
現
象
と
し
て
見
る
こ
と
に
は
慎

重
に
な
る
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
乗
員
数
の
増
加
が
経
済
や
技
術
の
発
展
と
と
も
に
自

然
に
発
生
す
る
現
象
と
い
う
こ
と
も
、
必
ず
し
も
で
き
な
い
。
私
が
こ
の
点
を
強
調

す
る
の
は
、
こ
の
後
の
日
中
貿
易
船
の
乗
員
数
が
必
ず
し
も
増
加
し
続
け
た
わ
け
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
一
五
・
一
六
世
紀
の
遣
明
船
の
乗
員
は
、
使
節
・

客
商
を
含
め
て
百
数
十
人
で
あ
り

（
（6
（

、
大
規
模
な
日
元
貿
易
船
よ
り
も
少
な
か
っ
た
。

江
戸
時
代
に
清
か
ら
長
崎
に
来
航
し
た
日
清
貿
易
船
は
乗
員
が
一
〇
〇
人
を
越
え

る
も
の
も
存
在
し
た
が
、
八
割
以
上
は
六
〇
人
以
下
で
あ
り
、
四
〇
人
以
下
の
船
も

三
割
以
上
を
占
め
た
〔
安
達
裕
之
二
〇
〇
九
〕。
北
宋
期
以
下
の
規
模
ま
で
少
人
数
化

し
て
い
る
の
は
、
日
本
人
の
海
外
渡
航
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
中
で
、
乗
員
が
ほ
と
ん

ど
航
行
要
員
に
な
っ
た
こ
と
も
大
き
い
。
ま
た
江
戸
幕
府
は
一
六
八
五
年
の
貞
享
令
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以
後
、
清
船
と
の
年
間
取
引
額
を
定
め
、
一
六
八
八
年
か
ら
は
入
港
船
数
も
制
限
し
、

毎
年
春
・
夏
・
秋
そ
れ
ぞ
れ
船
の
出
航
地
ご
と
に
受
入
船
数
を
定
め
た
。
既
定
船
数

と
の
貿
易
が
済
む
と
、
以
後
の
清
船
は
積
み
戻
し
を
命
じ
ら
れ
、
貿
易
が
許
さ
れ
た

船
も
一
定
額
し
か
取
引
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
〔
山
脇
悌
二
郎
一
九
六
四
：
七
一
～

一
〇
六
、
荒
野
泰
典
一
九
八
八
第
一
部
第
三
章
〕。
一
七
一
五
年
に
始
ま
る
信
牌
制
度

が
機
能
す
る
よ
う
に
な
る
以
前
に
は
、
清
海
商
も
大
型
の
船
で
ゆ
っ
く
り
と
航
海
せ

ず
、
小
型
の
船
で
早
く
来
航
す
る
動
機
が
あ
っ
た
と
見
ら
れ
る

（
（6
（

。

一
方
明
清
代
の
中
琉
間
で
は
、
日
中
間
よ
り
も
は
る
か
に
大
規
模
な
船
が
行
き
来

し
て
い
た
。
た
と
え
ば
明
末
の
冊
封
使
船
は
船
長
四
〇
～
五
〇
メ
ー
ト
ル
、
幅
は

九
～
一
〇
メ
ー
ト
ル
に
達
し
た
。
特
に
一
六
三
三
年
の
船
は
六
二
・
二
メ
ー
ト
ル
×

一
八
・
六
六
メ
ー
ト
ル
の
巨
艦
で
〔
松
浦
章
二
〇
〇
三
本
論
第
四
章
〕、
四
〇
〇
人
近

く
の
使
節
や
水
手
が
乗
っ
て
い
た
〔
小
葉
田
淳
一
九
九
三
：
三
三
四
～
三
五
〇
〕。
一

方
の
琉
球
進
貢
船
を
見
る
に
、
乗
員
数
が
具
体
的
に
判
明
す
る
一
四
七
〇
年
以
後

の
半
世
紀
間
に
お
い
て
、
一
艘
の
乗
員
数
は
最
小
で
一
五
〇
人
、
最
大
で
三
九
五

人
で
あ
り
、
梢
水
（
水
手
）
だ
け
で
一
艘
平
均
二
一
〇
人
程
度
に
達
し
た
〔
小
葉
田

淳
一
九
九
三
：
一
二
九
～
一
九
七
〕。
こ
の
よ
う
に
船
体
や
乗
員
数
が
大
規
模
に
な
っ

た
の
は
、
航
路
の
自
然
環
境
の
違
い
も
関
係
し
よ
う
。
だ
が
岡
本
弘
道
に
拠
れ
ば
、

一
五
二
〇
年
代
以
後
の
進
貢
船
は
、
乗
員
規
模
が
半
減
し
、
船
も
小
規
模
な
も
の
に

な
っ
た
〔
岡
本
二
〇
一
〇
第
四
章
〕。
つ
ま
り
琉
球
王
府
が
そ
れ
ま
で
大
規
模
な
船

を
派
遣
し
て
い
た
の
は
、必
ず
し
も
自
然
環
境
の
み
に
規
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

派
遣
主
が
何
ら
か
の
意
図
を
以
て
大
規
模
に
し
て
い
た
の
で
あ
り
、
必
要
が
あ
れ
ば

規
模
の
縮
小
を
選
択
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
船
や
乗
員
の
規
模
の
変
化
は
、
そ
の
時
代
ご
と
の
貿
易
環
境
を
反
映

し
つ
つ
、
あ
く
ま
で
も
海
商
や
派
遣
主
の
選
択
の
結
果
と
し
て
引
き
起
こ
さ
れ
た
も

の
だ
っ
た
。
日
元
貿
易
期
に
乗
員
が
大
規
模
化
し
た
の
は
、
多
く
の
便
乗
希
望
者
が

出
現
し
、
ま
た
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
か
つ
有
利
で
あ
る
環
境
が
あ
っ

た
か
ら
こ
そ
で
あ
る
と
、
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

（
1
）　

な
お
日
宋
貿
易
の
前
提
と
し
て
唐
末
の
貿
易
船
に
つ
い
て
も
検
討
を
行
な
う
べ
き
だ
が
、
本

稿
は
す
で
に
長
文
と
な
っ
た
た
め
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論
じ
る
こ
と
と
し
た
い
。

（
2
）　

一
〇
七
九
年
・
一
〇
九
四
年
の
北
宋
の
規
定
で
は
、
高
麗
に
向
か
う
船
は
二
艘
以
内
で
の
出

航
の
み
認
め
ら
れ
て
い
た
〔『
続
資
治
通
鑑
長
編
』
元
豊
二
年
正
月
丙
子
条
・『
宋
会
要
輯
稿
』

食
貨
三
八
―
三
三
、
互
市
、
紹
聖
元
年
閏
四
月
二
五
日
条
〕。
こ
の
規
定
は
、
船
団
を
組
ん
で

高
麗
へ
向
か
う
海
商
が
少
な
く
な
か
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
『
高
麗
史
』
の
宋

海
商
来
航
記
事
は
、
都
綱
（
船
長
）
の
名
と
来
航
人
数
を
併
記
す
る
も
の
は
多
い
が
、
船
数

を
記
す
も
の
は
な
い
。
特
に
人
数
の
多
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
船
に
よ
る
船
団
の
乗

員
数
が
記
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も
疑
う
べ
き
だ
ろ
う
。

　
　
　

た
と
え
ば
一
一
四
八
年
に
来
航
し
た
「
宋
都
綱
郭
英
・
荘
華
・
黄
世
英
・
陳
誠
・
林
大
有
等

三
百
三
十
人
」
に
つ
い
て
は
、
郭
英
ら
五
人
が
別
船
で
来
航
し
た
も
の
で
、
各
乗
員
の
合
計

が
三
三
〇
人
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
（
毅
宗
二
年
八
月
是
月
条
）。
し
か
し
他
の
記
事
で
も
必

ず
都
綱
全
員
の
名
が
記
さ
れ
て
い
る
の
か
は
明
確
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
『
高
麗
史
』
に
は

一
〇
六
〇
年
に
「
宋
商
徐
意
等
三
十
九
人
」（
文
宗
一
四
年
八
月
癸
亥
条
）
と
「
宋
商
黄
元
載

等
四
十
九
人
」（
同
乙
亥
条
）
の
来
航
記
事
が
見
え
る
が
、『
高
麗
史
節
要
』
は
こ
れ
を
ま
と
め

て
「
宋
商
徐
意
等
八
十
八
人
」（
文
宗
一
四
年
八
月
条
）
と
し
て
い
る
。『
高
麗
史
』
に
も
同
様
に
、

複
数
の
船
の
乗
員
を
ま
と
め
て
記
し
た
記
事
が
含
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
特
に
一
〇
五
二

年
の
「
宋
商
趙
受
等
二
十
六
人
」（
文
宗
六
年
九
月
癸
卯
条
）
と
一
〇
五
四
年
の
「
宋
商
趙
受

等
六
十
九
人
」（
文
宗
八
年
七
月
庚
午
条
）、
一
〇
八
九
年
の
「
宋
商
徐
成
等
五
十
九
人
」（
宣

宗
六
年
十
月
己
酉
条
）
と
一
〇
九
〇
年
の
「
宋
商
徐
成
等
一
百
五
十
人
」（
宣
宗
七
年
三
月
己

巳
条
）
の
よ
う
に
、
短
期
間
で
人
数
が
大
き
く
変
化
し
て
い
る
者
は
、
そ
の
疑
い
が
強
い
。

　
　
　

ま
た
逆
に
一
〇
二
六
年
の
「
宋
広
南
人
李
文
通
等
三
人
」（
顕
宗
一
七
年
八
月
壬
午
条
）
や

一
一
〇
二
年
の
「
宋
商
徐
脩
等
三
人
」（
粛
宗
七
年
閏
六
月
甲
寅
条
）
な
ど
、
極
端
に
少
人
数

の
例
も
あ
る
。
こ
れ
ら
は
全
乗
員
数
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。『
高
麗
史
』
の
宋
海
商
来
航
記
事

は
「
来
献
土
物
」
な
ど
の
文
言
を
伴
う
こ
と
が
多
く
、
王
へ
の
貢
献
儀
礼
に
関
わ
る
記
事
と
考

え
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
に
記
さ
れ
る
人
数
が
そ
も
そ
も
全
乗
員
数
と
は
限
ら
な
い
恐
れ
も
あ
る
。

（
3
）　
「
頭
中
将
顕
基
伝
下
大
宰
府
解
・
肥
前
国
解
文
・
大
宋
国
商
人
解
文
云
、
可
定
申
可
安
置
哉

否
事
。
大
宰
府
解
文
〈
大
宋
国
福
州
商
客
陳
文
祐
等
参
着
事
〉
一
枚
・
肥
前
国
所
進
宋
人
陳

文
祐
等
到
来
解
文
一
通
・
存
問
同
文
祐
所
進
大
宋
国
奉
国
軍
市
舶
司
公
憑
案
一
枚
・
同
文
祐

等
所
進
船
内
客
徒
交
名
一
枚
・
新
入
宋
入
六
十
四
人
形
体
衣
裳
色
絵
図
一
枚
・
同
文
祐
等
所

進
貨
物
解
文
一
枚
・
同
文
祐
等
所
進
和
市
物
解
文
」。

（
4
）　

色
絵
図
の
作
成
は
養
老
公
式
令
の
規
定
に
基
づ
く
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（「
遠
方
殊
俗

人
、
来
入
朝
者
、
所
在
官
司
、
各
造
図
、
画
其
容
状
・
衣
服
、
具
序
名
号
・
処
所
幷
風
俗
」）。

註
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一
〇
二
〇
年
の
宋
海
商
文
嚢
来
朝
時
に
「
人
形
・
衣
□

（
裳
カ
）」

を
描
き
提
出
す
る
件
が
問
題
に
さ
れ

た
例
も
あ
る
（『
小
右
記
』
寛
仁
四
年
九
月
一
四
日
条
）〔
山
内
晋
次
二
〇
〇
三
：
一
七
一
～

一
八
一
〕。

（
5
）　 「
若
狭
国
言
上
唐
人
七
十
餘
人
到
着
当
国
。
可
移
越
前
国
之
由
、
有
其
定
」。

（
6
）　 

藤
原
通
憲
『
本
朝
世
紀
』
天
慶
八
年
七
月
二
六
日
条
。

　
　

大
宰
府
解
申
請
官
裁
事

　
　
　

言
上
大
唐
呉
越
船
来
着
肥
前
国
松
浦
郡
柏
嶋
状

　
　
　
　

舶
壱
艘
勝
載
参
仟
斛　

乗
人
壱
佰
人
〈
交
名
在
別
〉

　
　
　
　

一
船
頭
蒋
袞　

二
船
頭
兪
仁
秀　

三
船
頭
張
文
遇

　
　

右
、
得
管
肥
前
国
今
月
十
一
日
解
、
同
日
到
来
称
、（
中
略
）
云
々
。

　
　
　
　
　

天
慶
八
年
六
月
廿
五
日

　
　
　

唐
人
百
人
交
名
書
、
在
弁
官
。

（
7
）　
『
本
朝
文
粋
』
巻
七
、
為
清
慎
公
報
呉
越
王
書
（
天
暦
元
年
閏
七
月
廿
七
日
付
け
）
の
冒
頭

に
「
蒋
袞
再
至
、枉
一
札
」、末
尾
に
「
勒
袞
等
還
。
不
宣
謹
言
」
と
あ
り
、天
暦
元
年
（
九
四
七
）

以
前
に
蒋
袞
が
二
度
目
の
来
日
を
遂
げ
、
呉
越
国
王
銭
弘
佐
の
書
を
届
け
た
こ
と
、
蒋
袞
の

帰
国
便
に
託
し
て
藤
原
実
頼
（
清
慎
公
）
が
返
書
を
送
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
山
崎
覚
士
は

九
四
五
年
の
第
一
次
来
日
の
後
で
帰
国
し
、
第
二
次
来
日
の
時
に
銭
弘
佐
の
書
を
届
け
た
こ

と
を
推
測
し
て
い
る
〔
山
崎
二
〇
一
八
〕。

（
8
）　

注
6
所
掲
史
料
に
「
勝
載
参
仟
斛
」
と
あ
る
。
一
斛
は
南
宋
期
以
後
五
斗
と
さ
れ
る
が
、
そ

れ
以
前
は
十
斗
（
＝
一
石
）
に
当
た
る
。

（
9
）　

藤
原
実
資
『
小
右
記
』
正
暦
元
年
七
月
二
〇
日
条
、「
義
蔵
闍
梨
・
覚
縁
上
人
、
来
談
之
次

云
、
唐
人
舟
一
艘
〈
千
五
百
石
〉
着
岸
、
法
橋
奝
然
弟
子
、
去
々
年
属
唐
人
入
唐
、
今
般
彼

唐
人
及
弟
子
法
師
等
、
同
以
帰
朝
云
々
」。
こ
こ
に
海
商
の
名
前
は
現
れ
な
い
が
、
こ
の
船
で

帰
国
し
た
僧
侶
が
手
掛
か
り
に
な
る
。
す
な
わ
ち
奝
然
の
弟
子
は
二
年
前
の
入
宋
船
と
同
じ

唐
人
の
船
を
用
い
て
帰
国
し
た
こ
と
が
本
記
事
に
は
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
奝
然
弟
子
と
は
、

九
八
八
年
に
入
宋
し
た
奝
然
従
僧
の
嘉
因
・
祚
乾
の
こ
と
で
あ
る
〔『
日
本
紀
略
』
永
延
二
年

二
月
八
日
条
〕。
そ
し
て
『
宋
史
』
巻
四
九
一
、
日
本
国
伝
に
拠
れ
ば
、
嘉
因
を
乗
せ
て
日
本

か
ら
宋
に
来
た
の
が
「
台
州
寧
海
県
商
人
鄭
仁
徳
」
だ
っ
た
。

（
10
）　

以
下
本
稿
で
は
呉
承
洛
説
に
従
い
〔
呉
一
九
三
七
〕、
宋
元
代
の
一
尺
を
三
・
〇
七
二
メ
ー

ト
ル
と
し
て
計
算
す
る
。

（
11
）　
「
旧
例
、
毎
因
朝
廷
遣
使
、
先
期
委
福
建
・
両
浙
監
司
、
顧
雇
客
舟
、
復
令
明
州
装
飾
、
略

如
神
舟
、
具
体
而
微
。
其
長
十
餘
丈
、
深
三
丈
、
闊
二
丈
五
尺
、
可
載
二
千
斛
粟
」「
毎
舟
篙
師
・

水
手
可
六
十
人
、
惟
恃
首
領
熟
識
海
道
、
善
料
天
時
人
事
、
而
得
衆
情
」。

（
12
）　

徐
兢
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
二
四
、親
衛
節
杖
に
、使
節
の
名
前
が
具
体
的
に
記
さ
れ
る
。

こ
の
時
は
国
信
使
・
副
国
信
使
・
上
節
二
一
人
・
中
節
二
三
人
・
宣
武
下
節
五
〇
人
・
充
代

下
節
五
八
人
だ
っ
た
。

（
13
）　

徐
兢
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
三
四
、
海
路
一
、
客
舟
、「
神
舟
之
長
闊
・
高
大
・
什
物
・

器
用
・
人
数
、
皆
三
倍
於
客
舟
也
」。

（
14
）　

な
お
次
の
史
料
に
拠
れ
ば
、
こ
の
六
年
後
に
南
宋
海
軍
が
沿
海
防
衛
の
た
め
に
広
東
・
福
建

で
雇
募
し
た
海
船
の
内
、
客
舟
と
同
規
模
の
船
（
幅
二
丈
四
尺
以
上
）
は
、
梢
工
二
人
・
水

手
四
〇
人
が
乗
り
込
む
こ
と
に
な
っ
て
い
た
（『
宋
会
要
輯
稿
』
備
辺
二
九
―
三
一
、
建
炎
三

年
三
月
一
二
日
条
）。

　
　
　

�

既
而
林
之
平
言
、「
応
海
船
、
乞
於
福
建
・
広
東
沿
海
州
軍
雇
募
、
分
作
三
等
、
上
等
船
面

闊
二
丈
四
尺
以
上
、
中
等
面
闊
二
丈
以
上
、
下
等
面
闊
一
丈
八
尺
以
上
、
並
以
舡
中
堵
為
側
、

上
等
船
募
稍
工
二
人
・
水
手
四
十
人
、
中
等
稍
工
一
名
・
水
手
三
十
五
人
、
下
等
稍
工
一
名
・

水
手
二
十
五
人
、
…
」。
詔
並
従
之
。

　
　
　

こ
の
乗
員
数
は
客
舟
よ
り
か
な
り
少
な
い
が
、
移
動
・
運
搬
で
は
な
く
防
衛
を
目
的
と
し
た

軍
船
の
場
合
、
限
界
ま
で
兵
を
搭
載
す
る
必
要
も
な
く
、
む
し
ろ
緊
急
時
に
す
ば
や
く
動
く

こ
と
が
で
き
る
機
動
性
を
重
視
し
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
こ
れ
ら
は
沿
海
部
を
移
動
す
る
船
で

あ
り
、
外
洋
貿
易
船
と
同
様
の
構
造
だ
っ
た
の
か
も
一
考
の
必
要
が
あ
る
。

（
15
）　

三
善
為
康
『
朝
野
群
載
』
巻
二
〇
、
異
国
、
大
宋
国
商
客
事
、
公
憑
。
河
辺
隆
宏
の
校
訂
テ

ク
ス
ト
〔
河
辺
二
〇
一
一
〕
に
依
る
。

（
16
）　

な
お
森
克
己
は
乗
員
を
合
計
七
〇
人
（
下
級
船
員
六
六
人
）
と
す
る
が
、
そ
れ
は
第
三
甲

に
二
度
登
場
す
る
「
林
太
」
の
片
方
を
衍
字
と
し
た
た
め
で
あ
る
〔
森
克
己
二
〇
〇
八
：

一
三
四
〕。
だ
が
河
辺
隆
宏
は
、二
人
の
「
林
太
」
が
連
続
し
て
登
場
す
る
わ
け
で
も
な
い
か
ら
、

目
移
り
に
よ
る
書
写
時
の
重
複
を
考
え
る
必
要
は
必
ず
し
も
な
い
と
し
て
、
同
姓
同
名
の
別

人
か
誤
字
の
可
能
性
を
指
摘
す
る
〔
河
辺
二
〇
一
一
：
一
三
七
〕。

（
17
）　

徐
兢
『
宣
和
奉
使
高
麗
図
経
』
巻
三
四
、
海
路
一
、
客
舟
、「
毎
舟
十
艣
」。

（
18
）　

成
立
時
期
に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
東
洋
文
庫
『
夢
粱
録
』
第
三
巻
に
附
す
梅
原
郁
の
解
題
を

参
照
。

（
19
）　
「
甲
令
、
海
舶
大
者
数
百
人
、
小
者
百
餘
人
」。

（
20
）　

南
宋
・
洪
邁
『
夷
堅
志
』
三
志
己
巻
第
六
、
王
元
懋
巨
悪
に
記
す
説
話
に
拠
れ
ば
、

一
一
七
八
年
に
泉
州
か
ら
出
航
し
た
貿
易
船
は
、
帰
路
で
悪
事
を
企
ん
だ
林
五
・
王
児
に
よ
っ

て
、
船
内
の
二
一
人
が
切
り
殺
さ
れ
、
一
人
は
海
に
落
と
さ
れ
た
。
林
五
ら
は
小
舟
に
乗
り
換

え
て
積
荷
を
積
ん
で
帰
国
し
遭
難
を
装
っ
た
が
、
そ
の
時
に
乗
員
と
積
荷
を
半
分
失
っ
た
と

偽
称
し
た
（「
所
乗
舶
遭
水
、
人
貨
俱
失
其
半
」）。
こ
の
船
の
乗
員
は
二
二
人
の
倍
の
四
四
人

前
後
と
推
測
さ
れ
る
。
本
説
話
に
拠
る
と
、
こ
の
船
は
呉
大
が
綱
首
と
な
り
、「
火
長
之
属
一

図
帳
者
三
十
八
人
」（
火
長
の
属
下
に
あ
り
図
帳
に
記
録
さ
れ
て
い
る
三
八
人
の
航
行
要
員
？
）

と
と
も
に
出
航
し
た
も
の
と
い
う
。
乗
員
は
綱
首
・
火
長
と
水
手
三
八
人
の
合
計
四
〇
人
だ

ろ
う
か
。

（
21
）　

巻
一
二
、
江
海
船
艦
、「
且
如
海
商
之
艦
、
大
小
不
等
。
大
者
五
千
料
、
可
載
五
六
百
人
。

中
等
二
千
料
至
一
千
料
、
亦
可
載
二
三
百
人
。
餘
者
謂
之
鑚
風
、
大
小
八
櫓
、
或
六
櫓
、
毎
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船
可
載
百
餘
人
」。

（
22
）　

た
だ
し
乗
員
を
増
や
す
必
要
が
あ
る
場
合
や
（
使
船
の
場
合
な
ど
）、
そ
れ
が
利
益
増
大
に

結
び
付
く
場
合
（
積
荷
減
少
分
を
補
う
報
酬
を
得
ら
れ
る
場
合
な
ど
）
な
ら
ば
、
積
荷
を
減

ら
し
て
乗
員
を
増
や
す
選
択
肢
も
あ
り
得
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
改
め
て
論
じ
る
こ
と

に
す
る
。

（
23
）　

な
お
歴
代
の
冊
封
使
船
の
船
体
の
情
報
は
松
浦
章
が
整
理
し
て
お
り
、
他
の
事
例
で
は
す
べ

て
こ
れ
よ
り
も
大
型
で
あ
る
〔
松
浦
二
〇
〇
三
本
編
第
四
章
〕。

（
24
）　
『
南
海
Ⅰ
号
沈
船
考
古
報
告
之
二
―
二
〇
一
四
～
二
〇
一
五
年
発
掘
（
上
）』
文
物
出
版
社
、

二
〇
一
八
年
、
第
四
章
第
四
節
。

（
25
）　
『
泉
州
湾
宋
代
海
船
発
掘
与
研
究
（
修
訂
版
）』
海
軍
出
版
社
、二
〇
一
七
年
、六
七
～
七
二
頁
。

（
26
）　

橘
成
季
『
古
今
著
聞
集
』
巻
二
、
生
智
法
師
渡
唐
の
時
観
音
の
利
生
を
蒙
る
事
、「
こ
ゝ
か

し
こ
に
修
行
す
る
僧
あ
り
け
り
。
名
を
ば
生
智
と
い
ふ
。
た
び
〳
〵
渡
唐
し
た
り
け
る
も
の
な

り
。
建
長
元
年
の
比
渡
唐
し
け
る
に
、
悪
風
に
あ
ひ
て
已
に
船
く
だ
け
ん
と
し
け
れ
ば
、
こ
た

う
と
い
ふ
小
船
に
乗
う
つ
り
に
け
り
。
船
せ
ば
く
し
て
百
餘
人
ぞ
乗
り
た
り
け
る
。
残
の
輩
は
、

も
と
の
船
に
残
て
有
け
る
、
心
中
を
し
は
か
る
べ
し
」。

（
27
）　

紹
煕
元
年
説
を
採
る
『
文
献
通
考
』
が
漂
着
地
と
し
て
泰
州
の
み
を
挙
げ
る
の
に
対
し
（「
紹

煕
元
年
、
漂
至
泰
州
。
詔
見
行
貨
物
免
抽
買
、
船
隻
物
件
尽
数
給
還
、
仍
給
常
平
米
賑
恤
」）、

紹
煕
四
年
説
を
採
る
『
宋
史
』
が
泰
州
と
華
亭
県
を
挙
げ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ
る
が
（「
紹

熙
四
年
、
泰
州
及
秀
州
華
亭
県
、
復
有
倭
人
為
風
所
泊
而
至
者
。
詔
勿
取
其
貨
、
出
常
平
米
、

振
給
而
遣
之
」）、
ど
ち
ら
も
常
平
米
で
賑
給
を
行
な
う
詔
が
出
さ
れ
て
お
り
、
基
づ
く
と
こ

ろ
は
同
じ
だ
ろ
う
。

　
　
　
『
清
波
雑
誌
』
に
は
紹
煕
三
年
（
一
一
九
二
）
の
自
序
が
あ
る
。
本
文
が
こ
れ
以
前
に
書
か

れ
て
い
た
な
ら
ば
、
倭
人
の
泰
州
漂
着
は
紹
煕
元
年
と
す
べ
き
こ
と
と
な
る
が
〔
榎
本
渉

二
〇
〇
七
：
九
九
〕、
序
の
後
に
書
き
足
さ
れ
た
可
能
性
も
否
定
は
で
き
な
い
。
実
は
華
亭
県

漂
着
倭
船
に
つ
い
て
は
、
洪
邁
『
夷
堅
志
』
三
志
辛
巻
三
、
普
照
明
顛
に
「
日
本
国
番
舶
」
と

し
て
見
え
、
紹
煕
三
年
に
漂
着
し
た
と
記
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
す
る
賑
給
は
紹
煕
元
年
で
は

あ
り
え
ず
、
紹
煕
四
年
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
　
　

た
だ
し
『
宋
史
』
は
紹
煕
四
年
の
記
事
の
後
に
「
慶
元
六
年
（
一
二
〇
〇
）
至
平
江
、
嘉
泰

二
年
（
一
二
〇
二
）
至
定
海
県
。
詔
並
給
銭
米
、
遣
帰
国
」
と
い
う
記
事
が
続
き
（『
文
献
通

考
』
も
同
様
）、
同
一
の
措
置
を
し
た
二
件
の
漂
着
事
例
を
ま
と
め
て
記
述
し
て
い
る
。
あ
る

い
は
紹
煕
四
年
の
記
事
も
、
同
様
の
措
置
を
施
し
た
二
件
を
一
つ
の
記
事
に
ま
と
め
て
立
項

し
た
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
と
え
ば
泰
州
漂
着
の
倭
船
に
は
紹
煕
元
年
に
、
華
亭
漂

着
の
倭
船
に
は
紹
煕
四
年
に
賑
給
を
行
な
っ
た
が
、『
文
献
通
考
』
は
前
者
の
み
を
収
録
し
て

前
者
の
年
代
で
立
項
し
、
双
方
を
ま
と
め
て
収
録
し
た
『
宋
史
』
は
後
者
の
年
代
で
立
項
し
た
、

と
い
う
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
こ
で
は
結
論
を
出
し
が
た
く
、
両
論
併
記
と
し
て
お
き

た
い
。

（
28
）　
「
煇
頃
在
泰
州
。
偶
倭
国
一
舟
、
飄
汎
在
境
上
。
一
行
凡
三
二
十
人
、
至
郡
館
穀
之
。
或
詢

其
風
俗
、
所
答
不
可
解
。
旁
有
訳
者
、
乃
明
州
人
。
言
、
其
国
人
遇
疾
無
医
薬
。
第
裸
病
人
、

就
水
浜
杓
水
通
身
澆
淋
、
面
四
方
呼
其
神
請
祷
、
即
愈
。
婦
女
悉
被
髮
、
遇
中
州
人
至
、
択
端

麗
者
、以
薦
寢
。
名
度
種
。
他
所
云
、訳
亦
不
能
暁
。
後
朝
旨
、令
津
置
至
明
州
、趂
便
風
以
帰
」。

（
29
）　

た
と
え
ば
一
二
四
一
年
、
南
宋
の
慶
元
か
ら
博
多
に
向
か
う
貿
易
船
が
済
州
島
近
海
で
風
波

に
巻
き
込
ま
れ
た
時
の
霊
験
譚
と
し
て
、
八
幡
神
が
女
人
の
姿
で
現
れ
た
と
い
う
も
の
が
あ

る
。
こ
の
時
船
に
乗
っ
て
い
た
円
爾
は
「
宋
船
元
無
婦
人
。
自
何
来
」
と
問
う
た
と
い
う
〔
虎

関
師
錬
『
元
亨
釈
書
』
巻
八
、
弁
円
伝
〕。
こ
の
よ
う
な
話
が
生
ま
れ
た
の
は
、
外
洋
船
に
女

性
が
乗
ら
な
い
こ
と
が
一
般
的
だ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

（
30
）　

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
、
以
前
日
宋
貿
易
船
の
事
例
と
し
て
扱
い
、
明
州
人
訳
者
も
乗
員
の

一
人
と
考
え
た
が
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
：
七
五
〕、
こ
こ
で
改
め
た
い
。

（
31
）　
『
建
炎
以
来
繫
年
要
録
』
紹
興
一
五
年
一
一
月
丁
巳
条
、「
日
本
国
賈
人
、
有
販
琉
黄
及
布
者
、

風
飄
泊
温
州
平
陽
県
仙
口
港
。
舟
中
男
女
、
凡
十
九
人
。
守
臣
梁
汝
嘉
以
聞
。
詔
汝
嘉
、
措

置
発
遣
」。

（
32
）　
『
金
史
』
巻
一
五
、
宣
宗
本
紀
、
興
定
元
年
一
二
月
戊
申
条
、「
即
墨
移
風
砦
、
於
大
舶
中
、

得
日
本
国
太
宰
府
民
七
十
二
人
、
因
糴
遇
風
、
飄
至
中
国
。
有
司
覆
験
無
他
。
詔
給
以
糧
、
俾

還
本
国
」。

（
33
）　

黄
溍
『
金
華
黄
先
生
文
集
』
巻
二
八
、
勅
賜
康
里
氏
先
塋
碑
、「
日
本
海
商
百
餘
人
、
遇
風
漂

入
。
高
麗
表
請
没
入
其
人
於
有
司
以
為
奴
」。

（
34
）　
『
吾
妻
鏡
』
建
保
五
年
四
月
一
七
日
条
、「
宋
人
和
卿
、
造
畢
唐
舩
。
召
数
百
輩
疋
夫
於
諸
御

家
人
、擬
浮
彼
舩
於
由
比
浦
。
即
有
御
出
。
…
然
而
此
所
之
為
体
、唐
舩
非
可
出
入
之
海
浦
之
間
、

不
能
浮
出
。
仍
還
御
。
彼
舩
徒
朽
損
于
砂
頭
云
云
」。

（
35
）　
『
吾
妻
鏡
』
建
保
四
年
一
一
月
二
四
日
条
、「
将
軍
家
、
為
拝
先
生
御
住
所
医
王
山
給
、
可
令

渡
唐
御
之
由
、
依
思
食
立
、
可
修
造
唐
舩
之
由
、
仰
宋
人
和
卿
。
又
扈
従
人
、
被
定
六
十
餘
輩
」。

（
36
）　
「
日
本
官
船
大
使
如
真
等
、
将
入
宋
求
法
漂
風
。
僧
俗
幷
二
百
三
十
人
、
泊
開
也
召
島
、

二
百
六
十
五
人
、
到
群
山
楸
子
二
島
。
大
宰
府
少
卿
殿
白
商
船
七
十
八
人
、
自
宋
将
還
本
国
、

漂
風
失
船
、
以
小
船
泊
宣
州
加
次
島
。
命
全
羅
道
按
察
使
、
給
糧
船
護
送
其
国
」。

（
37
）　

た
と
え
ば
一
二
四
一
年
の
入
宋
僧
円
爾
の
帰
国
船
は
三
艘
［『
聖
一
国
師
年
譜
』
仁
治
二
年

五
月
朔
条
、「
同
発
者
三
船
、
二
船
已
没
、
我
船
亦
将
沈
者
数
次
」］、
一
二
七
九
年
の
日
元
貿

易
船
は
四
艘
（
後
述
）、
一
二
九
二
年
の
日
元
貿
易
船
は
四
艘
［『
元
史
』
巻
一
七
、
世
祖
本
紀
、

至
元
二
九
年
六
月
己
巳
条
、「
日
本
来
互
市
、
風
壊
三
舟
、
惟
一
舟
達
慶
元
路
」］。

　
　
　

ま
た
一
一
九
六
年
に
宋
海
商
李
宇
（
博
多
津
前
通
事
）
が
東
大
寺
の
重
源
の
使
船
を
宋
に
出

し
た
と
こ
ろ
、「
其
船
留
難
な
く
、類
船
お
ほ
か
り
け
る
中
に
、最
前
に
明
州
に
着
た
り
」
と
な
っ

た
と
い
う
鎌
倉
期
の
説
話
が
あ
る
。
李
宇
は
買
う
べ
き
仏
典
を
明
州
で
見
つ
け
た
が
、
代
金

が
足
り
ず
奔
走
し
て
い
た
と
こ
ろ
、「
本
朝
船
二
艘
、
忽
然
と
し
て
同
津
に
着
り
」
と
い
う
こ

と
が
あ
り
、
そ
の
乗
員
に
立
て
替
え
て
も
ら
っ
た
も
の
か
、
無
事
購
入
で
き
た
［『
日
吉
山
王
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利
生
記
』
第
七
。『
山
王
絵
詞
』
巻
一
二
も
ほ
ぼ
同
文
］。
こ
の
時
に
博
多
か
ら
出
航
し
た
船

の
中
で
、李
宇
の
船
が
最
初
に
明
州
に
着
い
た
が
、他
に
も
多
く
の
「
類
船
」
が
あ
っ
た
と
い
い
、

遅
れ
て
到
着
し
た
「
本
朝
船
二
艘
」
が
こ
れ
に
当
た
る
か
。
遣
明
使
の
記
録
で
あ
る
笑
雲
瑞

訢
『
笑
雲
入
明
記
』
宝
徳
四
年
八
月
二
四
日
条
に
「
一
号
船
為
本
船
、
属
之
者
、
諺
曰
類
船
」

と
あ
る
よ
う
に
、「
類
船
」
は
船
団
中
の
主
船
（
本
船
）
に
随
行
す
る
船
を
言
い
、『
華
夷
変
態
』

な
ど
近
世
史
料
に
も
頻
見
す
る
。
要
す
る
に
李
宇
の
船
は
（
お
そ
ら
く
三
艘
の
）
船
団
を
組

ん
で
い
た
の
で
あ
る
。

（
38
）　

な
お
「
大
宰
府
少
卿
殿
白
商
船
」
は
、
日
本
で
は
多
く
「
大
宰
府
少
卿
殿
白も

う

す
、『
商
船
…
』」

と
読
ま
れ
る
（
武
田
幸
男
編
訳
『
高
麗
史
日
本
伝
』
上
巻
、岩
波
文
庫
、二
〇
〇
五
年
、六
二
頁
、

『
太
宰
府
市
史
』
中
世
資
料
編
、
太
宰
府
市
、
二
〇
〇
二
年
、
二
三
三
頁
な
ど
）。
そ
の
場
合

武
藤
資
能
は
、
商
船
が
加
次
島
に
流
れ
着
い
た
こ
と
を
知
っ
た
上
で
高
麗
に
連
絡
し
た
こ
と

に
な
る
が
、実
際
に
は
考
え
が
た
い
事
態
だ
ろ
う
。
北
朝
鮮
・
韓
国
で
は
「
白
商
船
」
を
「
官
船
」

と
対
比
さ
せ
て
「
普
通
の
商
船
」
と
訳
し
て
い
る
（
社
会
科
学
院
古
典
研
究
室
『
北
訳
高
麗
史
』

三
、
新
書
苑
、
一
九
九
一
年
、
三
七
頁
。「
高
麗
史
料D

A
T

A
BA

SE

」http://db.history.
go.kr/K

O
REA

/

。
高
銀
美
氏
の
ご
教
示
に
拠
る
）。「
白
」
を
「
普
通
」
と
す
る
解
釈
の
妥
当

性
に
つ
い
て
は
判
断
を
保
留
す
る
が
、「
官
船
」「
白
商
船
」を
対
比
さ
せ
て
読
む
点
は
従
い
た
い
。

（
39
）　

宣
州
は
今
の
北
朝
鮮
平
安
北
道
宣
川
郡
に
当
た
る
が
、朝
鮮
時
代
の
『
新
増
東
国
輿
地
勝
覧
』

巻
五
三
で
は
、
宣
川
郡
の
西
隣
の
鉄
山
郡
の
項
に
「
郡
南
四
十
里
」
と
し
て
加
次
里
島
の
存
在

が
記
載
さ
れ
る
。
朝
鮮
末
成
立
の『
大
東
輿
地
図
』に
、鉄
山
の
南
に
浮
か
ぶ
椵
島
の
北
東
に「
大

加
次
」「
小
加
次
」
な
る
島
が
見
え
る
の
が
、
加
次
島
に
当
た
る
だ
ろ
う
。

（
40
）　
「
延
祐
五
年
冬
、
有
倭
船
泊
平
陽
州
五
十
二
都
大
奥
海
浜
。
其
人
貌
類
中
国
、
或
載
尖
巾
、

或
髠
為
僧
、
衣
白
布
及
藍
青
花
服
、
袖
大
而
短
、
束
帯
佩
刀
。
訳
二
人
梅
守
志
・
林
愛
華
・
綱

首
二
人
見
覚
・
道
願
詞
称
、
有
本
国
客
商
五
百
餘
人
、
齎
金
珠
・
白
布
等
物
駕
船
、
於
九
月

二
十
七
日
放
洋
、
意
投
元
国
慶
元
路
市
舶
司
、
愽
易
銅
銭
・
薬
材
・
香
貨
等
項
、
不
料
十
月

七
日
海
風
飄
浪
、
累
日
至
十
五
日
辰
時
至
此
、
十
一
月
十
四
日
移
泊
瑞
安
州
飛
雲
渡
。
齎
到

拝
見
上
位
及
与
浙
省
官
。
赤
皮
甲
・
大
刀
・
皮
袋
・
箱
扇
等
物
、
随
即
起
解
。
継
奉
上
司
明
文
、

仰
遵
守
旧
例
、
前
去
慶
元
、
泊
船
愽
易
。
外
有
倭
僧
平
全
珠
、
齎
到
随
身
度
牒
、
係
彼
国
治

部
尚
書
所
給
。
称
、
欲
親
往
廬
山
等
処
、
尋
訪
馬
祖
遺
跡
、
後
常
遊
鴈
蕩
・
天
台
諸
名
山
云
」。

（
41
）　

類
例
と
し
て
、
一
三
〇
六
年
に
貿
易
の
た
め
に
慶
元
に
来
航
し
た
倭
商
有
慶
が
金
と
鎧
を
献

上
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
［『
元
史
』
二
一
、
成
宗
本
紀
、
大
徳
十
年
四
月
甲
子
条
、「
倭

商
有
慶
等
、
抵
慶
元
貿
易
、
以
金
・
鎧
甲
為
献
」］。
ま
た
後
述
の
一
三
三
五
年
の
元
統
「
倭
寇
」

も
、
当
初
慶
元
の
「
上
官
」
に
金
を
賂
し
て
い
た
。

（
42
）　

た
と
え
ば
「
仰
」
を
行
政
文
書
特
有
の
「
申
し
付
け
る
」
の
意
味
〔
田
中
謙
二
二
〇
〇
〇
：

四
〇
二
～
四
〇
七
頁
、『
中
国
歴
史
公
文
書
読
解
辞
典
』
五
一
頁
等
〕
で
用
い
て
い
る
の
は
、

原
文
書
に
拠
っ
た
も
の
だ
ろ
う
。

（
43
）　

平
安
時
代
の
日
本
史
料
で
は
一
艘
の
船
の
幹
部
層
を
綱
首
・
副
綱
、
一
船
頭
・
二
船
頭
・
三

船
頭
な
ど
と
い
う
例
も
あ
る
が
（
注
6
所
掲
史
料
な
ど
）、
中
国
で
そ
の
よ
う
な
称
が
用
い
ら

れ
た
例
は
知
ら
な
い
。

（
44
）　

呉
潜
『
許
国
公
奏
議
』
巻
三
、
奏
暁
諭
海
寇
復
為
良
民
及
関
防
海
道
事
宜
、「
此
間
船
舶
、

常
有
販
高
麗
者
。
…
此
間
之
舟
一
隻
、
可
以
載
二
三
百
人
。
万
一
彼
有
異
志
、
幷
我
甲
乙
両

番
之
舟
、
並
行
拘
奪
、
以
渡
韃
賊
、
則
亦
意
外
之
過
慮
也
」。

（
45
）　

朱
印
船
は
ガ
レ
オ
ン
船
や
和
船
の
技
術
で
改
良
を
加
え
つ
つ
も
、
ジ
ャ
ン
ク
構
造
を
基
調
と

し
て
い
た
と
さ
れ
て
お
り
〔
石
井
謙
二
一
九
八
三
：
七
一
〕、
搭
載
能
力
が
元
代
の
ジ
ャ
ン

ク
と
大
幅
に
異
な
る
こ
と
は
な
い
と
推
測
す
る
。

（
46
）　

こ
こ
で
は
一
尺
三
〇
・
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
一
間
六
尺
と
し
て
計
算
す
る
。

（
47
）　
『
高
麗
史
』
巻
三
五
、
忠
肅
王
世
家
、
忠
肅
王
一
一
年
七
月
癸
丑
条
、「
倭
舶
飄
風
、
至
霊
光

郡
、
凡
二
百
二
十
餘
人
、
具
舟
楫
歸
之
」。

（
48
）　
「
十
六
年
、
日
本
商
船
四
艘
、
篙
師
二
千
餘
人
、
至
慶
元
港
口
。
哈
剌
歹
諜
知
其
無
他
、
言

于
行
省
、
与
交
易
而
遣
之
」。

（
49
）　

特
に
イ
ブ
ン
＝
バ
ッ
ト
ゥ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
実
際
の
旅
程
は
南
イ
ン
ド
ま
で
で
、
カ
ー
リ

ク
ー
ト
か
ら
は
中
国
に
向
か
わ
ず
、
オ
マ
ー
ン
の
ザ
フ
ァ
ー
リ
に
向
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
る〔
家
島
彦
一
二
〇
一
七
第
Ⅱ
部
第
一
章
〕。
東
南
ア
ジ
ア
以
東
の
記
事
は
、イ
ブ
ン
＝
バ
ッ

ト
ゥ
ー
タ
が
人
伝
て
に
集
め
た
間
接
的
な
情
報
や
、
編
者
の
イ
ブ
ン
＝
ジ
ュ
ザ
イ
イ
が
他
書

か
ら
採
り
入
れ
た
情
報
に
基
づ
い
て
作
ら
れ
た
も
の
ら
し
い
。
ま
た
イ
ブ
ン
＝
バ
ッ
ト
ゥ
ー

タ
が
カ
ー
リ
ク
ー
ト
で
中
国
船
を
実
見
し
て
い
た
と
し
て
も
、
一
〇
〇
〇
人
の
乗
員
を
数
え

た
こ
と
は
考
え
が
た
く
、
船
の
大
規
模
な
様
を
誇
張
し
て
語
っ
た
も
の
か
、
現
地
人
か
ら
聞

い
た
不
正
確
な
情
報
を
そ
の
ま
ま
語
っ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
だ
ろ
う
。

（
50
）　

マ
ル
コ
に
拠
れ
ば
、
元
か
ら
イ
ン
ド
へ
向
か
う
船
は
二
〇
〇
人
の
水
夫
を
要
し
、
艀は

し
けを

動
か

す
の
で
も
水
夫
四
〇
人
が
必
要
だ
っ
た
。
た
だ
し
こ
の
人
数
は
フ
ラ
ン
ス
国
立
中
央
図
書
館
所

蔵
の
フ
ラ
ン
ク
―
イ
タ
リ
ア
語
写
本
（
一
四
世
紀
）
に
基
づ
く
も
の
で
、
他
の
テ
ク
ス
ト
で
は
、

船
員
が
三
〇
〇
人
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
人
、
あ
る
い
は
一
五
〇
人
必
要
で
、
艀
は
四
〇
人
、
あ

る
い
は
八
〇
人
、
あ
る
い
は
一
〇
〇
人
の
船
員
で
導
か
れ
る
と
さ
れ
（
一
四
七
〇
年
頃
の
ラ
テ

ン
語
訳
手
稿
本
の
セ
ラ
ダ
本
）、
ま
た
は
船
員
が
三
〇
〇
人
、
あ
る
い
は
二
〇
〇
人
、
あ
る
い

は
一
〇
〇
人
必
要
で
、
艀
は
六
〇
人
、
あ
る
い
は
八
〇
人
、
あ
る
い
は
一
〇
〇
人
の
船
員
が
必

要
で
あ
る
と
す
る
な
ど
（
一
五
五
九
年
の
イ
タ
リ
ア
語
訳
刊
本
の
ラ
ム
ー
ジ
ォ
本
）、
数
値
が

ま
ち
ま
ち
で
あ
る〔
高
田
英
樹
二
〇
一
三
：
三
九
八
～
四
〇
二
〕。七
〇
里（
約
三
八
七
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
／
二
四
マ
イ
ル
）に
過
ぎ
な
い
杭
州
城
の
周
長［『
咸
淳
臨
安
志
』巻
一
八
、疆
域
三
、城
郭
］

を
一
〇
〇
マ
イ
ル
と
す
る
な
ど
、
マ
ル
コ
の
語
る
数
値
は
鵜
呑
み
に
は
し
が
た
い
。
結
局
こ
れ

ら
旅
行
記
に
見
え
る
数
値
は
、
木
蘭
皮
国
（
マ
グ
レ
ブ
の
ム
ラ
ー
ビ
ト
朝
）
の
船
が
一
艘
で
数

千
人
を
収
容
す
る
と
す
る
南
宋
・
周
去
非『
嶺
外
代
答
』巻
三
の
説
の
如
く（「
一
舟
容
数
千
人
」）、

異
国
の
驚
異
を
強
調
す
る
た
め
の
修
辞
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

（
51
）　

程
端
礼
『
畏
斎
集
』
巻
六
、
故
中
奉
大
夫
浙
東
道
宣
慰
都
元
帥
兼
蘄
県
翼
上
万
戸
府
達
嚕
噶
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斉
諤
勒
哲
図
公
行
状
、「
嘗
中
夜
、
倭
奴
四
十
餘
人
、
擐
甲
操
兵
、
乗
汐
入
港
」。
か
つ
て
本
史

料
に
つ
い
て
分
析
し
た
こ
と
が
あ
り
、
事
件
の
年
代
な
ど
も
考
証
し
た
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
：

一
四
〇
～
一
四
五
〕。

（
52
）　

乾
峰
士
曇
『
乾
峰
和
尚
語
録
』
巻
二
、
悼
高
麗
闘
死
僧
軸
序
、「
嘉
暦
元
年
、
渡
元
而
来
朝

之
商
舶
、
以
碍
耽
羅
灘
上
横
波
之
石
、
而
有
無
柴
焼
無
水
飲
之
患
焉
。
越
乎
相
州
亀
峯
遠
上
人
、

卒
（
率
カ
）
其
衆
七
十
士
高
麗
原
上
、以
樵
以
汲
。
彼
島
居
卉
服
之
仇
、濫
誤
疑
混
戦
而
為
害
矣
。

遠
也
中
弩
而
死
也
。
麗
之
県
令
、
以
事
聞
于
大
元
皇
帝
、
帝
詔
理
于
舟
檝
、
実
以
宿
舂
之
糧

送
逃
（
衍
カ
）
之
、
士
五
千
餘
輩
、
得
再
帰
乎
」。

（
53
）　
『
南
海
和
尚
伝
』（『
禅
林
諸
祖
伝
』
第
八
冊
）、「
二
十
餘
載
、
而
結
同
志
十
餘
輩
、
而
再
乗

南
渡
之
舶
、
中
流
風
急
、
而
俄
値
覆
舩
之
患
、
有
一
大
函
浮
水
上
、
度
之
終
得
到
三
韓
之
地
」。

南
海
の
入
元
は
一
三
四
二
～
四
五
年
の
間
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
：
一
七
〇
〕。

（
54
）　

大
聞
幻
輪
『
釈
氏
稽
古
略
続
集
』
巻
三
、
永
楽
五
年
条
、「
太
初
禅
師
、
諱
啓
原
、
…
年

十
九
、
与
宗
猷
等
十
八
衆
、
游
参
上
国
」。
年
代
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
太
初
が
一
四
〇
七
年

に
七
五
歳
で
逝
去
し
た
と
記
す
こ
と
か
ら
、
入
元
年
の
「
年
十
九
」
を
一
三
五
一
年
と
判
断
し

た
。
一
三
五
〇
年
説
・
一
三
六
七
年
説
も
あ
る
〔
榎
本
渉
二
〇
一
三
：
一
四
六
～
一
四
九
〕。

（
55
）　
『
大
拙
和
尚
年
譜
』
康
永
三
年
条
、「
是
年
秋
、
師
与
同
志
輩
数
十
人
、
倶
附
商
舶
汎
重
溟
」。

同
延
文
三
年
条
、「
夏
五
月
、
師
与
数
十
人
、
倶
乗
舶
汎
海
、
数
日
到
薩
州
甑
嶋
、
六
月
抵
肥

後
高
瀬
」。

（
56
）　

中
巌
円
月
『
東
海
一
漚
集
』
四
、
藤
蔭
瑣
細
集
、「
泰
定
二
年
、
予
初
参
霊
石
和
尚
於
秀
之

本
覚
。
石
云
、
今
年
郷
里
、
有
幾
人
出
浙
。
対
曰
、
二
十
餘
人
。
石
曰
、
非
細
事
也
、
千
郷
万
里
、

為
道
忘
躯
」。

（
57
）　
『
中
岩
月
和
尚
自
暦
譜
』
正
中
二
年
条
、「
秋
九
月
、
到
江
南
。
即
泰
定
二
年
也
。
雪
竇
過
冬
。

会
旧
友
全
珠
侍
者
於
中
岩
菴
、
同
往
浙
西
嘉
興
、
参
霊
石
和
尚
。
天
寧
過
年
」。

（
58
）　

建
長
寺
船
の
出
航
前
に
「
建
長
寺
造
営
料
唐
船
の
警
固
の
事
」
が
肥
前
国
御
家
人
の
中
村
氏

に
命
じ
ら
れ
た
こ
と
と
〔『
鎌
倉
遺
文
』
二
九
一
五
五
〕、
一
三
二
六
年
の
帰
国
後
に
「
造
勝

長
寿
院
并
び
に
建
長
寺
唐
船
の
勝
載
物
の
京
都
運
送
の
兵
士
の
事
」
が
鎌
倉
幕
府
よ
り
薩
摩

国
守
護
に
命
じ
ら
れ
、
守
護
代
よ
り
国
内
の
地
頭
・
御
家
人
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ

て
い
る
〔『
鎌
倉
遺
文
』
二
九
五
九
九
〕。「
建
長
寺
造
営
料
唐
船
」
と
「
造
勝
長
寿
院
并
び
に

建
長
寺
唐
船
」
は
一
般
に
同
じ
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
が
、
後
者
は
「
造
勝
長
寿
院
唐
船
」

と
「
造
建
長
寺
唐
船
」
の
二
艘
で
あ
る
可
能
性
が
あ
る
。
前
者
は
そ
の
内
の
一
艘
の
警
固
に

関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
後
者
は
二
艘
の
積
荷
を
ま
と
め
て
運
搬
す
る
件
に
関
わ
る
も
の
で
あ

る
と
い
う
解
釈
で
あ
る
〔
榎
本
渉
二
〇
一
四
b
〕。
も
し
も
そ
う
な
ら
ば
、
建
長
寺
船
は
勝

長
寿
院
船
と
合
わ
せ
て
二
艘
の
船
団
だ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

（
59
）　

又
、
宋
船
往
来
事
、
有
其
沙
汰
。
…
尊
卑
之
説
、
共
以
不
同
也
。
判
断
之
所
存
不
一
決
。
然

而
国
師
（
夢
窓
疎
石
）
不
可
苦
之
由
、
被
執
申
之
、
任
智
者
遠
慮
、
可
被
免
許
之
由
、
治
定
了
。

　
　
　

宋
船
二
艘
事
、
為
当
寺
造
営
要
脚
、
所
被
免
許
也
。
早
致
用
意
、
明
年
秋
可
令
放
洋
之
由
、

　

可
被
仰
綱
司
候
。
恐
惶
謹
言
。

　
　
　
　
　
　

十暦
応
四二

月
廿
三
日�

直
義
在
判

　
　
　
　
　

天
龍
寺
方
丈

　
　

就
彼
状
、
先
被
渡
一
船
、
仍
被
挙
綱
司
至
本
、
則
被
成
御
教
書
、

　
　
　

造
天
龍
寺
宋
船
壱
艘
事
、
任
本
寺
之
吹
挙
、
為
綱
司
可
被
致
沙
汰
状
、
如
件
。

　
　
　
　
　
　

同
廿
五
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

直
―

　
　
　
　

至
本
御
房

（
60
）　

愚
中
周
及
『
愚
中
和
尚
語
録
』
巻
六
、
年
譜
、
暦
応
四
年
（
一
三
四
一
）
条
・
至
正
二
年

（
一
三
四
二
）
条
。
こ
れ
ら
の
繫
年
を
そ
れ
ぞ
れ
一
年
遅
ら
せ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
は
、
以
前

指
摘
し
た
〔
榎
本
渉
二
〇
〇
七
：
一
五
一
〕。

（
61
）　
「
自
本
朝
同
舩
称
求
法
僧
六
十
餘
人
、
唯
師
之
同
行
十
一
人
、
得
過
明
州
也
。
其
故
者
、
大

鑑
之
徒
弟
十
七
人
、
与
師
同
謀
、
而
乗
別
舟
、
将
近
岸
、
忽
為
厳
兵
所
捉
、
鐘
氏
大
嗔
、
一

時
殺
之
。
其
餘
在
舩
中
者
、
聞
之
皆
還
帰
于
本
朝
也
」。

（
62
）　

竺
仙
梵
僊
『
竺
仙
和
尚
語
録
』
巻
中
、
四
明
竺
仙
和
尚
偈
頌
。「
壬
午
秋
、
海
舶
既
発
。
春
夏

間
欲
南
遊
者
、
競
乞
贈
行
。
師
乃
信
筆
応
之
若
干
首
。
今
以
一
類
録
之
」
の
序
に
続
け
て
、
入

元
僧
に
送
ら
れ
た
二
六
首
の
偈
が
列
挙
さ
れ
る
。
そ
の
宛
先
は
泉
侍
者
・
関
禅
人
・
頓
侍
者
・

裔
節
（
一
本
良
節
）
書
記
・
洲
侍
者
・
瑞
侍
者
・
宗
侍
者
・
裔
訓
侍
者
・
策
侍
者
・
雲
禅
人
・

裔
沢
侍
者
・
浄
智
寺
璵
侍
者
・
裔
翔
侍
者
・
苗
禅
人
・
楚
侍
者
・
椿
侍
者
・
慧
日
喜
侍
者
・
裔

翰
侍
者
・
柔
侍
者
・
充
書
記
・
広
侍
者
・
恢
知
客
・
古
知
客
・
裔
龍
知
客
・
忠
蔵
主
・
貞
禅
者

で
あ
る
。
こ
の
内
で
洲
侍
者
は
先
述
の
南
海
宝
洲
と
考
え
ら
れ
る
が
、
彼
は
天
龍
寺
船
で
入
元

を
志
す
も
官
司
の
制
止
に
よ
っ
て
乗
船
で
き
な
か
っ
た
〔『
南
海
和
尚
伝
』〕。
他
に
も
乗
船
で
き

な
か
っ
た
僧
が
含
ま
れ
る
可
能
性
は
あ
る
が
、多
く
の
僧
が
便
乗
を
志
し
た
こ
と
は
認
め
て
良
い
。

（
63
）　

中
村
翼
は
、
花
押
の
あ
る
木
簡
の
人
名
は
出
資
者
で
は
な
く
便
乗
者
の
名
義
で
あ
り
、
花
押

は
慶
元
で
商
品
を
船
に
積
み
込
む
際
に
便
乗
者
が
自
ら
書
き
込
ん
だ
も
の
と
考
え
て
い
る
〔
中

村
二
〇
一
三
：
一
〇
三
〕。

（
64
）　

た
と
え
ば
『
鹿
苑
日
録
』
明
応
八
年
八
月
六
日
条
に
拠
れ
ば
、永
正
度
遣
明
使
（
一
五
〇
九
）

の
派
遣
準
備
に
当
た
り
、
客
商
一
人
当
た
り
二
〇
貫
、
荷
駄
一
駄
当
た
り
八
貫
が
徴
収
さ
れ
、

ま
た
十
駄
を
持
ち
込
め
ば
一
人
分
の
乗
船
費
用
を
免
除
す
る
（
二
人
で
十
駄
を
持
ち
込
め
ば

合
計
一
〇
〇
貫
）
と
い
う
方
針
が
提
示
さ
れ
て
い
た
〔
橋
本
雄
一
九
九
八
：
三
六
〕。
こ
う

し
た
乗
船
費
・
荷
駄
賃
の
徴
収
は
、
日
宋
・
日
元
貿
易
船
で
も
見
ら
れ
た
だ
ろ
う
。

（
65
）　

一
四
六
八
年
の
応
仁
度
一
号
船
は
、
官
員
五
四
人
・
客
人
衆
（
商
人
）
三
五
人
・
公
人
（
通

事
等
）
九
人
・
水
手
五
二
人
の
合
計
一
五
〇
人
。
ま
た
一
五
三
九
年
の
天
文
八
年
度
一
号
船

は
官
員
一
五
人
・
従
商
人
一
一
二
人
・
水
手
五
八
人
の
合
計
一
八
五
人
、
二
号
船
は
官
員
五
人
・

従
商
人
九
五
人
・
水
手
四
〇
人
の
合
計
一
四
〇
人
、
三
号
船
は
官
員
六
人
・
従
商
人
九
〇
人
・

水
手
三
八
人
の
合
計
一
三
四
人
だ
っ
た
〔
小
葉
田
淳
一
九
四
一
：
二
一
三
～
二
一
六
〕。

（
66
）　

こ
の
点
は
、
二
〇
一
八
年
の
共
同
研
究
会
に
お
い
て
、
藤
田
明
良
氏
か
ら
ご
示
唆
を
得
た
。
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Scale of Crew and Passengers on Trading Ships between Japan and China 
in the Song to Yuan Periods

ENOMOTO Wataru

In the Northern Song period, the crew and passengers on trading ships between Japan and China 

usually numbered 60 to 80. It was the optimum number from the point of view of commercial profit and 

safe navigation, although more people could be accommodated. In the late Southern Song period, it is 

possible that trading ships between Japan and China carried more people than in the Northern Song 

period, but there are no reliable examples to prove this. In the Yuan period, some trading ships carried 

more than 250 crew and passengers. Monks were given passage and went to China in groups of a dozen 

or tens of people. In 1342, the Tenryuji ship （天龍寺船） carried more than 60 monks to China. The 

number of its crew and passengers must have been at least a hundred and several dozen, or even over 

200, in total. This increase in crew and passenger numbers was caused by the ending of trade control 

and travel restrictions by the Dazaifu （大宰府）, the regional government office, which enabled Japanese 

monks and merchants to go to China on trading ships. Maritime merchants reduced their cargo and took 

them on board for the fares. From the South Song to Yuan periods, Japanese passengers were a greater 

presence in the maritime trade between Japan and China. The change in numbers of crew and passengers 

did not necessarily depend on improving navigation techniques, but reflected the change of circumstances 

of trade.

Key word: Japan-Song trade, Japan-Yuan trade, Japanese monks traveling to Yuan, trading ship, junk


